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【協議事項１】 

 

八代市地域公共交通計画の策定について 

 

 

＜協議いただく内容＞ 

 令和２年度第２回八代市地域公共交通会議でお示しした「八代市地域公共交通計画

（骨子案）」を基に計画の策定作業を進めてまいりました。骨子案の内容をさらに拡

充させ、問題点や課題、施策について具体的な記載をしております。 

 「八代市地域公共交通計画」に基づき、路線の見直し等の施策に取組むため、計画

の策定について同意をいただくものです。 

 

＜添付資料＞ 

  ○八代市地域公共交通計画の策定について 概要説明資料 

  ○八代市地域公共交通計画（案） 

 

※概要説明資料内に「八代市地域公共交通計画（案）」において内容を詳細に記載して

いるページ番号を記載しておりますので、そちらもあわせてご覧ください。 

 

  



令和２年度 第３回八代市地域公共交通会議

＜協議事項１＞

八代市地域公共交通計画の策定について
概要説明資料

同封しております「八代市地域公共交通計画（案）」とあわせてご覧ください。



八代市地域公共交通計画の概要

【上位計画】
第２次八代市総合計画

八代市重点戦略

【関
連
計
画
】

八代市人口ビジョン
地方創生総合戦略

八代市都市計画
マスタープラン

第２次八代市
環境基本計画

八代市住生活
基本計画

第４次八代市
地域福祉計画

第２期八代市
教育振興基本計画

八代市過疎地域自立促進計画 八代市観光振興計画（後期）

八代市
地域公共交通計画

１－１．計画の背景と目的（P.1）
本市においては、平成２７年３月に策定した「八代市地域公共交通網形成計画」、平成２９年７月に策定した「八代市地域公共交通再編実施計画」に
基づき、“持続可能な公共交通体系”の構築を目指した路線バス・乗合タクシーの見直しや利用促進事業を実施し、いずれの計画も令和２年９月で
計画期間が終了します。

一方で、これまでの取組で解決できなかった公共交通に関する諸課題や、新型コロナウイルス感染症拡大による利用者の低迷への対策、令和２年
７月豪雨からの坂本地域の復旧・復興といった新たな課題への対応が引き続き求められます。

これまで解決に取組んできた公共交通に関する諸課題に継続的に対応しつつ、新しく生じた諸課題の解決を図り「第二次八代市総合計画」に掲げ
る「しあわせあふれるひと・もの交流拠点都市“やつしろ”」の実現に寄与する公共交通体系の構築及びその確保維持を目的に「八代市地域公共交通
網形成計画」の第二次計画として「八代市地域公共交通計画」を策定します。

交通政策基本法

地域公共交通活性化再生法

【関係法令】

１－４．計画の位置づけ（P.3）
○本計画は、「第二次八代市総合計画」を上位計画として策定し
ます。

○本市で策定されている各分野の関連計画と整合をとり、各種
計画の推進を交通の面から支援します。

○各種計画で公共交通に求められる役割を果たすために公共交
通の維持・活性化を図り、本市の将来像の実現に寄与します。

１－３．計画期間（P.2）
○令和２年１０月から令和７年９月の５年間とします。
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地域公共交通の問題点・課題

３．地域公共交通の問題点・課題（P.23）
○各種計画で公共交通に求められる役割を果たしていくためには、公共
交通体系の「持続可能性」を高めていく必要があります。

○「持続可能性」の向上には「利便性」「効率性」をバランスよく改善して
いくことが重要です。

○こうしたことから、本市における地域公共交通の問題点と課題を「利
便性」「効率性」「持続可能性」の観点から整理しました。

○特に、「持続可能性」に係る新たな課題として「新型コロナウイルス感
染症拡大による公共交通利用減少からの回復」「令和２年７月豪雨か
らの復旧・復興」を盛り込んでいます。

⑧新型コロナウイルス感染症拡大による公共交通利用者減少からの回復（P.31）

【問題点】
○新型コロナウイルス感染症拡大により、路線バスと乗合タクシーの利用者は令和
２年５月時点で前年比４３％まで落ち込み、タクシーの運賃収入も前年比４５％ま
で落ち込んでいます。

【課題】
○公共交通事業者の経営体力が落
ち込むと市民の移動を支えること
が困難になります。

○市民の移動手段を維持するために
も交通事業者の経営体力の早期
回復に向けた取組が課題です。

⑨令和２年７月豪雨からの復旧・復興（P.32）

【問題点】
○令和２年７月豪雨により坂本町は甚大な被害を受け、既存の公共交通
機関の運休や道路の流出等により、生活交通としての移動手段確保
が求められます。

【課題】
○今後の坂本町の復旧・復興のステップに合わせて、段階的かつ柔軟な
公共交通体系の構築が課題となります。
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八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標

４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標（P.34）
○各種計画等で長期的な観点から公共交通に求められる役割を「公共交通
のあり方」として位置づけます。

○短期・中期的な問題点・課題の解決に着実に取組むことで長期的には公共
交通に求められる役割を実現します。

【みんなでつくる】市民、事業者、行政が連携してつくる公共交通
→それぞれの主体が公共交通に高い関心を持つことで、持続可能な公共交通体系を構築します

【生活を支える】市民の多様なニーズに対応し、日常生活を支える公共交通
→中心部や商業地域、中山間地域といった生活環境に応じた交通体系を構築します

【地域を支える】地域の暮らしを支える公共交通
→地域拠点間までのアクセスの確保や高齢者等が利用しやすい交通環境を構築します

４ー１．八代市における地域公共交通のあり方（P.35）

【まちのにぎわいを創る】中心市街地の活性化や観光振興によるにぎわいを創る公共交通
→観光客等来訪者を意識した交通体系や、中心市街地の周遊性を高める交通体系を構築します

【新しい社会に対応する】新しい社会生活に対応する公共交通
→ＩＣＴ等の新技術を活用するほか、新型コロナウイルス感染症による「新しい生活様式」を取り入れた公共交通環境を構築します

【環境を守る】環境にやさしい公共交通
→過度な自動車利用の抑制により温室効果ガス排出量の削減に寄与します
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【効率性】 【利便性】
【持続可能性】

八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標

４－３．計画の目標（P.45）
○先述の「地域公共交通の問題点・課題」「地域公共交通のあり方」を踏まえ
て本計画における目標を設定します。

○短期・中期的な「計画の目標」を達成することで長期的には「地域公共交
通のあり方」の実現を目指します。

＜目標２＞中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する
→乗合タクシーの維持により地域生活拠点までのアクセスを確保
→五家荘地域における自家用有償運送の導入検討
→交通空白地域への乗合タクシー等の導入検討

計画の目標の具体内容（P.47）※抜粋

＜目標３＞変化するニーズに応じて適宜、公共交通サービスの適正化を図る
→利用状況に応じた運行効率化
→新たな公共交通需要への対応

＜目標４＞鉄道・路線バス・乗合タクシー等の
円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める

→鉄道との乗継利便性向上を目的としたダイヤ調整
→交通結節点における情報提供の充実

＜目標７＞新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
公共交通事業の回復を図る

→安全・安心な公共交通の利用環境を確保する
→市民に対して事業者の安全確保の取組等の周知に取組む

＜目標８＞令和２年７月豪雨で被害を受けた坂本町の
復興に応じた公共交通サービスの提供

→公共交通機関の復旧状況に応じた移動手段確保の見直し
→復旧・復興の状況に応じた路線バス・乗合タクシーの見直し

問題点・課題

地域公共交通のあり方
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目標を達成するための施策・指標／計画の推進体制

５．目標を達成するための施策・指標（P.49）
○施策は公共交通機関ごとに設定をします。
○複数の公共交通機関が関わる施策（情報提供の充実、新型コロナウイルス禍からの
Ｖ字回復等）も設定します。

○進捗や達成状況を把握するための評価指標を施策ごとに設定します。

○ここに掲げる施策に基づき、令和２年１０月からの路線バス・乗合タクシーの段階的
な見直しを実施します。

○網形成計画は路線バス・乗合タクシーに関する施策、評価項目を主たるものとして
いましたが、本計画では鉄道や一般タクシーについても「公共交通」として位置づ
け、施策を展開します。

○網形成計画では複雑な指標設定により、施策の効果を測りかねる部分があったこ
とから、本計画では施策（公共交通機関）ごとに評価指標を設定し、施策の評価を
明確化します。

○上位計画である「第二次八代市総合計画」に付随する「八代市重点戦略」の中で定め
る数値指標を盛り込むことで、上位計画と一体となった施策の展開を目指します（
右図参照）。

※前計画からの見直し点

６－３．計画の推進方法（P.103）
○設定した指標による事業評価を毎年実施し、４年目の後期には最終評価を行い、必要に応じて次期計画策定の検討を行います。
○事業評価は八代市地域公共交通会議において行い、評価に基づく施策の見直しや方向性について協議を行います。

本計画の改訂（P.104）
○本計画は、本市の公共交通のマスタープランとして「八代市における地域公共交通のあり方」等の基礎は揺るぎないものとして維持しつつ、新
型コロナウイルス感染症や令和２年７月豪雨のような外的要因に対しては柔軟かつ状況に応じて段階的に対応することが求められます。

○特に直近では、令和２年７月豪雨からの坂本地域の復興の方向性を示す「坂本町復興計画」の策定が予定されていることから、当該計画との整
合性を取るための本計画の改訂については、八代市地域公共交通会議で協議します。
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１．計画の概要 

１．計画の概要 

１－１．計画の背景と目的 

八代市では、マイカー利用の拡大や人口減少などを背景にした公共交通利用の減少傾向が続いていたこ

とを受け、また、急速に進展する高齢化や低炭素社会への移行、コンパクトなまちづくりの推進など公共交

通に求められる役割が大きくなってきている状況も踏まえ、将来にわたって市民の生活を支える“持続可

能な公共交通体系”の構築に向けた総合的な計画として、平成 27 年 3 月に「八代市地域公共交通網形成

計画」を策定しました。平成 29 年 7 月には、このアクションプランとして「八代市地域公共交通再編実施計

画」を策定し、路線バス・乗合タクシーの再編を行いました。 

これらの計画期間中も高齢化や人口減少等の社会状況は変化し続け、高齢者の運転免許証返納が注目

される等、公共交通に期待される役割は大きくなってきています。このような中で「地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律」等の公共交通関連法が改正され、新技術や地域の輸送資源を活用しながら持続可

能な公共交通体系を整備することが求められています。 

本市においては、平成 29 年の路線バス・乗合タクシーの再編後もなお、残存する交通空白地域や、公共

交通の確保維持に係る財政負担額の増大、利用者の減少といった本市の将来にわたる公共交通の持続可

能性を揺るがす未解決の問題点・課題が散見されます。 

更に、令和２年２月頃から日本国内において広がりはじめた新型コロナウイルス感染症を受けた政府から

の外出自粛要請等により公共交通利用者が激減し、各交通事業者は大きな打撃を受けました。加えて、令

和２年７月豪雨により、本市においては坂本地域が甚大な被害を受け、ＪＲ肥薩線や肥薩おれんじ鉄道も鉄

道施設に大きな被害を受けています。 

これまで解決に取組んできた公共交通の諸課題に継続的に対応しつつ、新しく生じた諸課題の解決を図

り「第２次八代市総合計画」に掲げる「しあわせあふれるひと・もの交流拠点都市”やつしろ”」の実現に寄与

する公共交通体系の構築及び確保・維持を目的に「八代市地域公共交通網形成計画」の二次計画として「八

代市地域公共交通計画」を策定します。 
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１．計画の概要 

１－２．対象区域 

本計画は、八代市全域を対象とします。 

これに加え、市内外を行き来する鉄道や路線バスも対象とし、広域での移動にも考慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３．計画期間 

本計画の計画期間は、令和 2 年 10 月から令和 7 年 9 月の 5 年とします。  

（八代市の位置） 
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１．計画の概要 

１－４．計画の位置づけ 

本計画は、「第２次八代市総合計画」を上位計画として、「公共交通の充実したまちづくり」を推進していく

ための計画です。 

また、都市計画や地方創生、環境、住宅、福祉、観光振興などの本市の各分野の計画との整合を取り、各

種計画の推進を交通の面から支援するものです。 

なお、本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定計画として策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Point 

各種計画等で描かれる本市の将来像を実

現するために、各種計画等においては、公

共交通に求める役割が位置付けられてい

ます。今回、これらの公共交通に求められ

る役割を果たすことを目的に八代市地域

公共交通計画を策定し、公共交通の維持・

活性化を図ることで、本市の将来像の実現

に寄与します。 
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１．計画の概要 

 

 コラム  公共交通がまちづくりにもたらす効果 

鉄道やバスってどうして必要なのでしょうか。地域公共交通がなくなるとどんなことが困るのか考

えてみましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境負荷低減を支える 

電車 自家用車

0.2kg

1.3kg

 

観光振興を支える 

公共交通は観光客の 37％

の移動を支えている 

観光客の約 82万人※に影

響が出る！！ 資料：八代市観光振興計画
(後期) 

公共交通は八代市の環境を

支えている 

自家用車の利用が増え 

約 7倍の CO2 が発生！！ 

資料：国土交通省 HP 

中心市街地の活性化を支える 

公共交通利用者の方が自家

用車よりも、まちでの滞在

時間が長い（約３倍） 

滞在時間が長くなるほど消

費額が増加 

中心市街地での滞在時間が

短くなり、消費額が減少す

る！！ 

【滞在時間と消費額】 

【観光客の来訪手段 
公共交通利用者の割合】 

※八代市観光入込客数（2,169,748 人/ H31）に対する推計値 

【CO2 排出量】※ 

※10km 移動した場合の CO2 排出量を算出 

 

高齢者の日常生活を支える 

36％

(n=552)

公共交通は高齢者の 

36％の日常生活を支えて

いる 

資料：令和元年度 
市民アンケート調査➀結果 日常生活で利用する高齢者

の約 1.5万人※に影響が出

る！！ 

【高齢者の運転免許非保有率】 

八代市高齢者人口 

42,649 人に対して 

15,298人 

※八代市 65 歳以上人口（42,649 人/R2.6 月末）に対する推計値 

公共交通がなくなると･･･ 

公共交通がなくなると･･･ 

公共交通がなくなると･･･ 

公共交通がなくなると･･･ 

八代市内の 
いろいろな公共交通 

子どもの通学を支える 

公共交通※は高校生の 

16％の通学を支えている 

通学している高校生の 

約 530人に影響が出

る！！ 資料：肥薩おれんじ鉄道提供、産
交バス提供、R2.6 住民基
本台帳 

【高校生の通学定期券利用

者の割合】 

公共交通がなくなると･･･ 
16％

（533人）

(n=3,375)

自家用車 公共交通

1.2h

3.0h

【私用での滞在時間】 

資料：H17全国PTより作成 

来街者（自由目的）の総滞留時間（百万分/日）

小
売
り
販
売
額
（
百
億
円/
年
）

相関係数：
0.903

資料：戸田ら「都心地区における来街者の滞留行
動に関する研究」,都市計画論文集 No25 

37％

(n=354)

 鉄道 

 乗合タクシー 

※八代市の１５歳から１７歳の人口に対する
おれんじ鉄道と産交バスの定期券利用者数 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－１．人口特性 

２－１－１．人口推移 

八代市の人口は減少が続いており、令和2年3月時点で約12.6万人となりました。今後も減少が続き、

令和７年時点では約 11.6 万人となることが見込まれています。 

年齢別では、年少人口と生産年齢人口は減少傾向にあり、今後も減少する見込みです。また、高齢人口は

これまで増加傾向にありましたが、今後は減少に転じることが予測されています。ただし、75 歳以上の後

期高齢人口は令和 12 年まで増加していく見込みです。 

高齢化率は令和２年時点で 34%ですが、今後も増加し令和７年時点では 36%まで上昇、特に後期高齢

化率は一貫して増加し、令和７年には 20%を超える見込みとなっています。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.2 16.1 15.1 14.4 13.6 12.9 12.3 11.7 

79.0 72.7 68.2 59.8 55.9 52.5 48.8 45.6 

16.7 18.9 19.7 
17.5 

15.3 14.0 13.5 13.2 

20.8 22.4 23.0 
24.1 

25.0 
24.5 23.2 

21.5 

28%
32% 34% 36% 37% 37% 38% 38%

16% 17% 18%
21% 23% 24% 24% 23%

-40%

-20%

0%

20%

40%

0

100

200

H23.3 H28.3 R2.3 R7 R12 R17 R22 R27

高
齢
化
率

人
口

年少人口(0-14歳) 生産年齢人口(15-64歳) 前期高齢者人口(65-74歳)

後期高齢者人口(75歳以上) 高齢化率 後期高齢化率

（千人）
実績値 推計値 

（八代市の年齢階層別人口の推移） 

※H22～R1 年度：経年人口、R2～R27 年：将来推計人口 
 
資料：経年人口／八代市住民基本台帳（各年度末時点） 

将来推計人口／国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成 30（2018）年推計） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

地域別では、坂本地域（高齢化率57.5%）、泉地域（同54.1%）、日奈久地域（同53.3%）は人口の半数

以上が高齢者となっています。また、東陽地域（同 45.3%）、八代市東部（同 40.0%）は４割以上が高齢者

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（八代市の地域別人口構成） 

資料：八代市住民基本台帳 

（八代市の地域別高齢化率） 

（単位：人）

八代市
中心部

旧八代
市東部

旧八代
市西部

旧八代
市南部

日奈久
地域

坂本
地域

千丁
地域

鏡地域
東陽
地域

泉地域

0～14歳 8,509 521 585 2,117 230 134 1,041 1,752 158 100

15～64歳 35,540 2,427 3,737 10,162 1,748 1,286 4,001 7,624 943 707

65～74歳 9,061 895 869 3,168 957 717 1,019 2,234 363 371

75歳以上 9,898 1,068 974 3,403 1,298 1,206 1,228 2,786 548 581

計 63,008 4,911 6,165 18,850 4,233 3,343 7,289 14,396 2,012 1,759

資料：八代市住民基本台帳 

30.1%

40.0%

29.9%
34.9%

53.3%
57.5%

30.8%
34.9%

45.3%

54.1%

15.7%

21.7%
15.8%

18.1%

30.7%

36.1%

16.8% 19.4%

27.2%
33.0%

0%

20%

40%

60%

八
代
市
中
心
部

旧
八
代
市
東
部

旧
八
代
市
西
部

旧
八
代
市
南
部

日
奈
久
地
域

坂
本
地
域

千
丁
地
域

鏡
地
域

東
陽
地
域

泉
地
域

高齢化率 後期高齢化率
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－１－２．人口分布 

人口は平野部に広く分布しており、その中でも八代市中心部に高い人口集積がみられます。その他、鏡地

域の中心部や日奈久地域の中心部でも比較的高い集積がみられます。 

また、山間部では国道や主要地方道、県道沿線に人口が薄く分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者人口も八代市中心部に高い集積がみられるほか、鏡地域の中心部や日奈久地域の中心部、文政

地区でも比較的高い集積がみられます。 

山間部では、東陽地域や坂本地域の一部に高い集積がある地区がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：H27 国勢調査 

（八代市の 500ｍメッシュ総人口（H27）） 

（八代市の高齢者数の分布（H27）） 

資料：H27 国勢調査 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－２．移動特性 

２－２－１．通勤・通学 

市民の通勤・通学先は、73%が市内、21%が市外（主に熊本市、宇城市）です。 

市内・市外とも自家用車が主な通勤・通学手段となっています（市内：78%、市外：62%）。そうした中で、

「市外」への通勤・通学では、「市内」に比べ JR を中心に公共交通が利用されています。（20%） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、各地域とも最も利用されている交通手段は自家用車ですが、その中で八代市中心部や

旧八代市東部、旧八代市南部、坂本地域、鏡地域、東陽地域では、約 6～21％程度が地域公共交通を利用

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市内

73%

市外

21%

無回

答

6%

通勤・通学先

（n=448）

（通勤・通学先の内訳） 

資料：R1 年市民アンケート調査➀ 

（通勤・通学時の交通手段） 

（通勤・通学時の交通手段） 

資料：R1 年市民アンケート調査➀ 

78%
4%

1%
0%
0%
1%
0%
0%
0%

1%
1%
3%
0%
3%
5%

1%
1%

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

新幹線
ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道
路線バス
循環バス

長距離バス（高速バス等）
すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー
タクシー

バイク・原付
施設等の送迎

徒歩
自転車
その他
無回答

0% 50% 100%

通勤・通学（市内） (n=327)

62%
5%

2%
10%

0%
3%
1%
1%
0%

2%
1%
3%
0%
4%
3%
4%

1%

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

新幹線
ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道
路線バス
循環バス

長距離バス（高速バス等）
すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー
タクシー

バイク・原付
施設等の送迎

徒歩
自転車
その他
無回答

0% 50% 100%

通勤・通学（市外） (n=92)

公共交通 

20% 

公共交通 

4% 

6%

3%

7%

2%

3%

3%

3%

3%

10%

3%

3%

3%

5%

2%

3%

1%

5%

3%

73%

78%

89%

63%

85%

57%

79%

71%

80%

86%

4%

3%

3%

7%

7%

5%

5%

7%

10%

2%

6%

3%

5%

3%

3%

3%

5%

7%

9%

6%

14%

2%

11%

8%

3%

3%

3%

1%

7%

2%

3%

1%

5%

3%

八代市中心部（n=81）

旧八代市東部（n=31）

旧八代市西部（n=35）

旧八代市南部（n=57）

日奈久地域（n=39）

坂本地域（n=34）

千丁地域（n=34）

鏡地域（n=58）

東陽地域（n=28）

泉地域（n=21）

新幹線・JR バス（路線バス/循環バス/高速バス） 乗合タクシー
タクシー（介護・福祉タクシー含む） 自家用車（自分で運転） 自家用車（家族等の送迎）
徒歩 自転車・バイク・原付 その他
無回答

公共交通 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－２－２．買物 

市民の 89%が市内で買物をしており、主に八代市中心部や旧八代市南部、鏡地域が買物先となってい

ます。また、82％は居住地域以外で買物しており、長距離移動が伴っています。 

主な交通手段は自家用車（送迎含む）（77%）となっています。公共交通は8%が利用しており、主に路線

バス、市街地循環バスが利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、各地域とも自家用車を最も利用していますが、その中で地域公共交通は概ね 10%程

度が利用しています。特に、旧八代市東部や坂本地域、東陽地域は 15%程度と他地域よりも多く利用して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（買物先の内訳） （主な買物先（上位 10 位）） 

資料：R1 年市民アンケート調査➀ 

（買物時の交通手段（市内）） 

（地域別買物時の交通手段） 

資料：R1 年市民アンケート調査➀ 

66%
11%

0%
1%
0%
2%
2%
0%
0%

1%
2%
3%
0%
3%
5%

1%
2%

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

新幹線
ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道
路線バス
循環バス

長距離バス（高速バス等）
すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー
タクシー

バイク・原付
施設等の送迎

徒歩
自転車
その他
無回答

0% 50% 100%

買い物（市内） (n=756)

市内

(自地域)

16%

市内

(他地域)

73%

市外

8%

自地域

16%

他地域

82%

無回答

2%

（n=847）

3%

2%

4%

1%

2%

1%

2%

4%

4%

5%

4%

9%

6%

3%

8%

2%

0%

1%

2%

2%

1%

2%

0%

2%

3%

2%

2%

7%

1%

1%

1%

4%

1%

2%

3%

58%

68%

74%

59%

67%

63%

73%

66%

67%

69%

11%

13%

7%

13%

11%

15%

6%

9%

13%

25%

7%

3%

5%

2%

1%

5%

2%

12%

6%

11%

11%

5%

1%

7%

11%

1%

1%

2%

2%

4%

2%

1%

2%

2%

1%

2%

2%

1%

3%

2%

八代市中心部（n=81）

旧八代市東部（n=31）

旧八代市西部（n=35）

旧八代市南部（n=57）

日奈久地域（n=39）

坂本地域（n=34）

千丁地域（n=34）

鏡地域（n=58）

東陽地域（n=28）

泉地域（n=21）

新幹線・JR バス（路線バス/循環バス/高速バス） 乗合タクシー
タクシー（介護・福祉タクシー含む） 自家用車（自分で運転） 自家用車（家族等の送迎）
徒歩 自転車・バイク・原付 その他
無回答

公共交通 

8% 

公共交通 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－２－３．通院 

通院をしている人は70%が高齢者で、市民の86%が市内の医療機関に通院しており、主に八代市中心

部や千丁地域、鏡地域が通院先となっています。また、68％は居住地域以外に通院しており、長距離移動

しています。 

市内通院者の主な交通手段は、自家用車（送迎含む）（73%）となっています。公共交通は 14%が利用し

ており、主に路線バスやタクシーが利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2%
3% 4%

21%

31%

39%

1% 20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-64歳

65-74歳

75歳以上

無回答

通院回答者

の年齢

（n=585）

資料：R1 市民アンケート調査➀ 

（通院回答者の年齢） 

（主な通院先（上位 10 位））（市内） 

） 

（通院時の交通手段） 

56%
17%

0%
0%
0%
5%

1%
0%
0%

2%
6%

3%
1%
2%
5%

1%
2%

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

新幹線
ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道
路線バス
循環バス

長距離バス（高速バス等）
すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー
タクシー

バイク・原付
施設等の送迎

徒歩
自転車
その他
無回答

0% 50% 100%

通院（市内） (n=503)

51%
25%

0%
4%

0%
10%

0%
0%
0%

6%
3%
0%
0%
1%
0%
0%
0%

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

新幹線
ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道
路線バス
循環バス

長距離バス（高速バス等）
すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー
タクシー

バイク・原付
施設等の送迎

徒歩
自転車
その他
無回答

0% 50% 100%

通院（市外） (n=63)

公共交通 

23% 

公共交通 

14% 

市内

(自地域)

29%

市内

(他地域)

57%

市外

11%

自地域

29%

他地域

68%

無回答

3%

（n=585）

（通院先の内訳） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

地域別にみると、各地域とも自家用車を最も利用しています。地域公共交通は地域によって利用状況が

異なり、坂本地域（28%）、東陽地域（23%）、旧八代市東部（22%）では他地域に比べて多く利用されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（地域別通院時の交通手段） 

資料：R1 市民アンケート調査➀ 

4%

1%

1%

1%

1%

2%

6%

4%

8%

4%

12%

2%

9%

13%

4%

2%

4%

2%

1%

7%

2%

6%

2%

8%

14%

5%

4%

3%

8%

2%

4%

4%

2%

52%

59%

60%

53%

59%

48%

78%

48%

54%

57%

15%

14%

13%

16%

20%

17%

7%

22%

19%

33%

4%

2%

3%

1%

4%

14%

4%

5%

11%

6%

1%

9%

10%

2%

4%

2%

1%

2%

1%

2%

4%

2%

2%

1%

4%

2%

八代市中心部（n=81）

旧八代市東部（n=31）

旧八代市西部（n=35）

旧八代市南部（n=57）

日奈久地域（n=39）

坂本地域（n=34）

千丁地域（n=34）

鏡地域（n=58）

東陽地域（n=28）

泉地域（n=21）

新幹線・JR バス（路線バス/循環バス/高速バス） 乗合タクシー
タクシー（介護・福祉タクシー含む） 自家用車（自分で運転） 自家用車（家族等の送迎）
徒歩 自転車・バイク・原付 その他
無回答

公共交通 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－２－４．その他 

習い事・スポーツ・サークルや買物（日常の買物以外）、飲食などでの外出では、市民の 66%が市内に外

出先を持ち、主に八代市中心部や旧八代市西部、旧八代市南部などに出かけています。市外も含め居住地

域以外への外出は 68％を占め、長距離移動をしています。 

交通手段は主に自家用車（送迎含む）となっています。地域公共交通は、市内移動時は 6%、市外では

16%が利用しており、市内は路線バス、市外は JR が主に利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別にみると、各地域とも自家用車を最も利用していますが、その中で地域公共交通は概ね 10%程

度を占めます。そうした中、旧八代市南部や坂本地域、東陽地域では他地域よりも多く利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：R1 市民アンケート調査➀ 

（その他目的の外出先の内訳） （主なその他目的の外出先（上位 5 位））（市内） 

（その他目的の外出での交通手段） 

（地域別その他目的での外出時の交通手段） 

資料：R1 市民アンケート調査➀ 

5%

5%

3%

2%

2%

5%

3%

2%

5%

5%

4%

3%

4%

2%

2%

8%

7%

5%

2%

3%

62%

71%

71%

58%

71%

63%

71%

63%

70%

74%

10%

16%

7%

14%

11%

11%

4%

11%

15%

26%

4%

3%

5%

3%

3%

4%

5%

13%

3%

10%

8%

7%

13%

2%

5%

8%

11%

2%

3%

4%

7%

4%

八代市中心部（n=81）

旧八代市東部（n=31）

旧八代市西部（n=35）

旧八代市南部（n=57）

日奈久地域（n=39）

坂本地域（n=34）

千丁地域（n=34）

鏡地域（n=58）

東陽地域（n=28）

泉地域（n=21）

新幹線・JR バス（路線バス/循環バス/高速バス） 乗合タクシー
タクシー（介護・福祉タクシー含む） 自家用車（自分で運転） 自家用車（家族等の送迎）
徒歩 自転車・バイク・原付 その他
無回答

67%
10%

1%
0%
0%
2%
1%
0%
0%

1%
1%
3%
2%
3%
6%

2%
1%

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

新幹線
ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道
路線バス
循環バス

長距離バス（高速バス等）
すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー
タクシー

バイク・原付
施設等の送迎

徒歩
自転車
その他
無回答

0% 50% 100%

その他（市内） (n=324)

61%
16%

2%
5%

0%
2%
2%
1%
0%

2%
2%
2%
0%
3%
2%
1%
1%

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族等の送迎）

新幹線
ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道
路線バス
循環バス

長距離バス（高速バス等）
すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー
タクシー

バイク・原付
施設等の送迎

徒歩
自転車
その他
無回答

0% 50% 100%

その他（市外） (n=103)

公共交通 

16% 

公共交通 

6% 

市内

(自地域)

19%

市内

(他地域)

47%

市外

21%

自地域

19%

他地域

68%

無回答

13%

（n=492）

公共交通 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－３．観光動向 

市内には、日奈久温泉や観光列車で注目されている JR 肥薩

線・肥薩おれんじ鉄道、八代城址・松浜軒、五家荘などの観光地

があり、やつしろ全国花火競技大会やユネスコ無形文化遺産登

録された妙見祭などのイベントも多数開催されており、豊富な

観光資源を有しています。 

 

 

 

 

観光入込客数は、平成 25 年以降、平成 28 年の熊本地震の影響もあり減少傾向が続いていましたが、

クルーズ船寄港の増加により平成 29 年は約 285 万人へ急増しました。しかし、翌年の平成 30 年はクル

ーズ船寄港数が減少し、観光入込客数は減少しています。また、令和２年は新型コロナウイルス感染症拡大

防止による海外旅行客の入国制限や国内の外出自粛等を受け、大幅に減少している状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

観光客の来訪手段は、自家用車が 44%と最も多く利用されています。公共交通は、新幹線（19%）、JR

在来線（7%）、肥薩おれんじ鉄道（6%）など 37%を占めており、観光を支える重要な交通機関となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：DMO やつしろ HP 

（八代市の観光入込客数及び八代港のクルーズ客船の寄港数の推移） 

資料：八代市提供 

九州クルーズ客船 出入港実績一覧（九州クルーズ振興協議会） 

資料：八代市観光振興計画（後期） 

（観光客の八代市までの交通手段） 

※集計期間：各年1月1日～
12 月 31 日 

 

19%

7%

6%

2%

3%

44%

9%

1%

8%

新幹線

JR在来線

肥薩おれんじ鉄道

バス

タクシー

自家用車

レンタカー

バイク

その他

0% 25% 50%

(n=354)

73
115 126

168

283

372

494 512

422

40

0

300

600

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（万人）

九州の外国人入国者数
（年）

資料：国土交通省九州運輸局 HP 

※R2 年の集計期間：2020 年 1 月～6 月 

（2020 年 4 月、5 月は速報値）

（九州の外国人入国者数の推移） 

2,162

2,460
2,634

2,383
2,482

2,220

2,851

2,539

2,170

5 12
12

66

30

19

0

35

70

1,000

2,000

3,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（回）（千人）

観光入込客数 クルーズ客船寄港数

（年度）
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－４．公共交通の運行状況・利用状況・運営状況 

２－４－１．運行状況 

市内には、九州新幹線、在来鉄道（JR 鹿児島本線、JR 肥薩線、肥薩おれんじ鉄道）、路線バス、乗合タクシーといった公共交通があり、鉄道駅や主要バス停などを交通結節点としてネットワークを形成しています。また、高速バスやタクシー

など多様な交通サービスがあります。 

路線バスは 12 路線運行していて、うち 3 路線は市中心部を運行する市街地循環線です。乗合タクシーは、坂本地域、東陽地域、旧八代市域で、計 17 路線運行しています。 

異なる公共交通機関、または同じ公共交通機関相互が接続する交通結節点は全部で 13 箇所あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（八代市の公共交通ネットワーク） 

※令和２年８月末時点で、ＪＲ肥薩線は八代～真幸間で運休、肥

薩おれんじ鉄道は八代～佐敷間で運休、路線バス坂本線は清

流高校前～坂本駅前間で運休 
※令和２年８月末時点で、路線バス坂本線は清流高校前～坂本駅前間で運休 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－４－２．利用状況 

【九州新幹線（新八代駅）】 

新八代駅の年間乗車人員数は、入手可能な平成 27 年度までの状況をみると、年々増加傾向にあり、平

成 27 年時点では年間 37 万人が利用しています（平成 28 年度以降は非公表）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【在来線】 

●JR鹿児島本線 

市内駅（有佐駅、新八代駅、八代駅）の乗車人員数は、1日当たり約5,000人の利用があります。中でも、

新八代駅と八代駅の利用が多く、それぞれ約 2,000 人/日が利用しています（千丁駅は非公表）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●JR肥薩線 

市内駅（段駅、坂本駅、葉木駅、鎌瀬駅、瀬戸石駅）の年間乗車人員数は、入手可能な平成 27 年度までの

状況をみると、減少傾向にあり、平成 27 年時点では年間 21 万人が利用しています（平成 28 年度以降は

非公表）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.2 5.5 4.2 3.1 2.6 

16.5 14.9 
12.9 

10.4 
8.3 

11.0 

0.9 8.7 
9.3 

7.8 

2.9 

3.1 
2.5 

2.4 

2.3 

1.4 

1.5 
0.8 

0.2 

0.1 

0

10

20

30

40

H23 H24 H25 H26 H27

（千人）

千

段駅 坂本駅 葉木駅 鎌瀬駅 瀬戸石駅

（年度）

36.9

25.9
29.1

25.3

21.0

996 999 1,016 1,038 1,062 993 997 1,004 990 945 929 

1,264 1,339 
1,803 1,836 1,950 1,949 2,006 2,023 2,119 2,143 2,070 

2,430 2,368 
2,244 2,240 2,280 2,129 2,139 2,137 2,090 1,956 1,976 

0

2500

5000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（人/日）

有佐駅 新八代駅 八代駅

（年度）

4,690
5,063

5,114 5,292
5,071 5,142 5,164 5,199 5,044 4,9754,706

33.3 33.1 

35.2 35.5 

37.0 

30

35

40

H23 H24 H25 H26 H27

（万人）
万

（年度） 資料：八代市統計年鑑 

（九州新幹線（新八代駅）の年間乗車人員数の推移） 

（JR 鹿児島本線（市内駅）の 1 日の乗車人員数の推移） 

資料：JR 九州提供 

資料：八代市統計年鑑 

（JR 肥薩線（市内駅）の年間乗車人員数の推移） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

●肥薩おれんじ鉄道 

市内駅（八代駅、肥後高田駅、日奈久温泉駅、肥後二見駅）の年間乗降人員数は、近年減少傾向にあり平

成 30 年度は 46.8 万人となっています。駅別には、八代駅や肥後高田駅の利用が多くなっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：八代市統計年鑑 

（肥薩おれんじ鉄道（市内駅）の年間乗降人員数の推移） 

25.0 23.0 25.1 23.2 26.4 23.8 23.7 22.1 

17.7 
16.2 

16.1 
14.8 

15.2 
15.1 16.2 18.5 

4.3 
4.3 

4.4 
4.8 

4.5 
5.0 3.9 3.4 

4.3 
3.6 

3.2 
2.9 

3.2 
3.5 3.4 2.7 

0

25

50

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（万人）

八代駅 肥後高田駅 日奈久温泉駅 肥後二見駅

（年度）

51.3 48.7
45.7

49.3 47.5 47.1 46.847.0
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

【路線バス】 

路線バスは八代市地域公共交通網形成計画策定以降、平成 27 年度の君ヶ淵線の日奈久温泉ラインへの

変更や平成 29 年 10月の大規模再編にて東町線、産島線、平和町線の乗合タクシーへの転換、新八代駅線

の種山線への統合、松橋線（国道経由）の起終点の見直しなど、運行効率化や利便性向上を目的に大小

様々な運行見直しを行っています。 

路線バスの年間利用者数は、平成 26 年以降、増減しながらも全体的には微減傾向にあり、令和元年度

時点で年間 55 万人となっています。内訳をみると、市街地循環バス（まちバス、みなバス、ゆめバス）が半

数弱を占めており、利用の多い路線となっています。その他の路線では、松橋線（国道経由）や田浦線、日奈

久温泉ラインが多く利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（路線バスの年間利用者数の推移） 

資料：八代市 ※集計期間：前年 10 月～当年 9 月 

28.4 28.2 27.8 28.9 25.4 25.2 

31.1 29.1 27.8 28.2 
28.6 30.1 

0

30

60

H26 H27 H28 H29 H30 R1

（万人）

万

市街地循環バス その他路線バス

（年）

60 57 56 57
5554

（単位：人/年）
路線名 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年

市街地循環バス（まちバス） 26,679 26,443 24,897 25,595 49,287 50,792
市街地循環バス（みなバス） 177,651 177,825 174,089 180,683 143,110 144,338
市街地循環バス（ゆめバス） 79,711 77,740 79,186 82,465 61,189 57,339
松橋線_国道経由 64,334 59,678 56,992 56,541 62,709 63,696
松橋線_県道経由 38,691 35,799 32,105 31,925 29,071 31,080
文政線_八代駅～宮原中央 6,639 5,920

文政線_イオン八代～宮原中央 5,354 5,694
種山線 20,612 20,050 19,203 20,331 28,926 33,897
八農分校線 13,382 13,380 13,952 16,348 18,196 19,429
坂本線 35,472 34,253 30,095 28,743 32,516 31,843
田浦線 39,476 35,584 32,631 33,998 45,308 50,054

日奈久温泉ライン_高田経由 34,260 35,313 37,792 39,672
大門瀬線 21,290 18,973 18,414 18,632 4,374 3,814
日奈久温泉ライン_金剛経由 10,200 10,958
君ヶ淵線 30,344 29,064
東町線 3,471 3,372 2,753 3,060
産島線 7,086 6,792 6,863 5,970
平和町線 8,371 7,009 6,389 5,719
宮原線 14,703 13,245 11,453 11,629
新八代駅線 7,955 8,008 6,975 7,951
椎原線 576 955 916 605 587 407
氷川線 5,708 5,330 4,836 5,039 4,668 4,218

計 595,512 573,500 556,009 570,547 539,926 553,151
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

【乗合タクシー】 

乗合タクシーについても、八代市地域公共交通網形成計画に基づいて、平成 29 年 10 月に路線バスの

運行効率化や公共交通空白地域の解消を目的に、平和町線、日奈久～坂本線、東町線、産島線が新設され、

平成 29 年まで減少傾向にあった年間利用者数は、平成 30 年に大幅に増加し、令和元年時点で年間約

3.6 万人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：八代市 

（乗合タクシーの年間利用者数の推移） 

※集計期間：前年 10 月～当年 9 月 

（単位：人/年）
路線名 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年

河俣～種山線（平日）：定期運行 2,960 2,956 2,752 2,765 2,542 2,850

百済来～坂本線（平日）：定期運行 12,085 12,556 12,309 11,854 10,877 9,534
鮎帰～坂本線（平日）：定期運行 5,852 5,247 5,046 4,964 4,374 4,021
河俣～種山線（土日祝）：予約便 52 36 42 35 61 114
百済来～坂本線（土日祝）：予約便 228 216 178 148 94 79
鮎帰～坂本線（土日祝）：予約便 47 47 78 70 48 132
小浦～種山線：予約便 460 346 327 316 209 184

落合～種山線：予約便 245 185 100 101 169 359
岩奥～落合線：予約便 859 702 503 368 290 440
古園～落合線：予約便 29 49 25 7 60 141
渋利～坂本線：予約便 326 289 246 128 157 189
中津道～坂本線：予約便 2,403 2,356 2,174 2,162 2,472 2,612
鮎帰～坂本線（日光・辻・登俣経由）：予約便 380 401 609 580 621 505
深水～坂本線：予約便 733 775 651 654 602 520
深水～八代線：予約便 310 263 229 333 460 350
平和町線：予約便 5,861 7,370
日奈久～坂本線：予約便 2,864 2,782
東町線：予約便 1,232 1,507
産島線：予約便 1,805 2,332

計 26,969 26,424 25,269 24,485 34,798 36,021

27 26 
25 24 

35 
36 

0

20

40

H26 H27 H28 H29 H30 R1

（千人）

乗合タクシー

（年）
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

【高速バス】 

●すーぱーばんぺいゆ 

高速バス（すーぱーばんぺいゆ）は、年間 6 万人弱の利用があり、横ばいで推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他高速バス 

その他高速バスの年間利用者数は、平成 28 年度は減っているものの、年間約 19 万人前後で横ばい状

態となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タクシー】 

八代交通圏（八代市及び八代郡）のタクシー輸送人員は、平成 21 年度は約 190 万人でしたが平成 30

年度は約 124 万人と減少傾向にあります。 

輸送人員の減少に伴い、営業収入も減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

190 187 
166 165 158 151 147 147 148 

124 

137.9 135.5 133.1 134.5 131.0 
121.3 116.5 

125.2 
119.1 

102.4 

0

75

150

0

100

200

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

営
業
収
入

輸
送
人
員

輸送人員 営業収入

（年度）

（万人） （万円）

（すーぱーばんぺいゆの年間利用者数の推移） 

資料：神園交通提供 

（その他高速バスの年間利用者数の推移） 

資料：九州産交バス提供 

（タクシーの年間利用者数の推移） 

資料：九州運輸局 運輸実績集計表（八代交通圏） 

5.6 5.1 5.3 5.4 5.2 
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6.6 7.0 7.7 7.8 

6.9 
6.0 6.0 

6.4 6.0 

0
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H27 H28 H29 H30 R1

（万人）

万

きりしま号（熊本⇔鹿児島） フェニックス号（福岡⇔宮崎）

なんぷう号（熊本⇔宮崎）

（年度）

20.3
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0

4

8

H27 H28 H29 H30 R1 （年）

（万人）
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－４－３．運営状況 

路線バス・乗合タクシーに対する市の負担額は増加傾向にあり、令和元年度は平成 23 年度の約 1.5 倍

にあたる、約 2.6 億円/年となっています。 

その要因は、総利用者数がピーク時から年間約 10 万人減少するなどの利用減少に伴う赤字額の増加や、

路線バスの上限運賃の設定1、乗合タクシーの運賃均一化2による投資などがあります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1 上限運賃の設定：平成 29年 10月から路線バスの運賃は、乗車距離に伴って運賃が高くなる距離制運賃か

ら、距離制運賃とするものの上限を 200円とする上限運賃制を導入している。 
2 乗合タクシーの運賃均一化：平成 29年 10月から乗合タクシーの運賃は乗車地域ごとに運賃が設定される

エリア制運賃から１回乗車 150円の均一制運賃になっている。（現在の市街地循環バス、乗合タクシーの運

賃は 1回 160円均一となっている） 

232 264 273 284 282 278 289 254 252

413 397 384 311 291 278 282 
286 301 

23 26 26 
27 26 25 24 35 36 

669 687 683
623 600 581 595 575 589

0
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400
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1,000
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年
間
利
用
者
数

市街地循環バス利用者数 一般路線バス利用者数 乗合タクシー利用者数

（千人）

（年度）

10,570 10,664 10,369
8,325 8,016 7,765 8,252 7,298 7,547

-35,127 -35,567 -37,087
-32,869 -33,084 -34,152

-36,841 -38,441 -40,531

14,906 15,300 16,086
17,647 18,089

19,459 20,291 19,449 20,105

2,229 2,326 2,293 2,311 2,379 2,437
3,797

5,776 6,095

17,135 17,626 18,379
19,958 20,468

21,896
24,088

25,224
26,199

-30,000

-20,000

-10,000

0

10,000
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30,000

-50,000

-25,000

0

25,000

50,000

75,000

100,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

財
政
負
担
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収
入
・
経
常
費
用

路線バス 経常収入 路線バス 経常費用 乗合タクシー 経常収入 乗合タクシー 経常費用

路線バス 財政負担額 乗合タクシー 財政負担額 合計 財政負担額

（万円）（万円）

（年度）

資料：八代市 ※集計期間：前年 10 月～当年 9 月 

※集計期間：会計年度（当年４月～翌年３月） 

（八代市の路線バス・乗合タクシーに対する負担額） 

資料：八代市 

（路線バス・乗合タクシーの年間利用者数） 
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３．地域公共交通の問題点・課題３．地域公共交通の問題点・課題 

３．地域公共交通の問題点・課題 

本市の将来像の実現に向けてまちづくりを推進するべく、地域公共交通が求められる役割を果たしてい

くためには公共交通体系の「持続可能性」を高めていく必要があり、この持続可能性の向上には、「効率性」

と「利便性」を両輪として改善していく必要があります。 

 

また、令和２年度になり、新型コロナウイルス感染症の影響で公共交通の利用が大きく落ち込む中、感染

症の収束が見込めない状況下においても安全・安心に利用できる公共交通の確保が求められています。さ

らに、令和２年７月豪雨災害により熊本県南部、特に本市坂本地区で甚大な被害が出ており、本市に関係す

る JR 肥薩線、肥薩おれんじ鉄道、路線バス（坂本線）、乗合タクシーなど各公共交通機関の早期復旧が求め

られます。 

本章では、2 章で整理した本市の地域特性や公共交通の現状を基に、「利便性」「効率性」「持続可能性」の

観点から、問題点と課題を整理しました。 

本計画における問題点と課題とは以下のように定義付けます。 

問題点 

理想的な状況と現状（マイナスの状況）の差を問題点として定義し、特に下記の

２つの視点から問題点を整理します。 

【現状発生している問題】 

 ○現在、客観的に認知している理想的な状況と現状の差を指します。 

【将来的に発生する可能性がある問題】 

 ○現在は客観的に認知されていませんが、将来的に本市において発生しうる

マイナスの状況を指します。 

課題 理想的な状況とマイナスの状況の差を埋めるための方向性を指します。 

なお、問題点における理想的な状況を計画の目標として４－３（Ｐ45）で整理し、課題を解決するための

具体的なアクションを施策として５（Ｐ４９）で示します。 

 

八代市における地域公共交通の課題 

利便性に 

関する課題 

① 移動特性に応じた公共交通サービスの確保 

 ・高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

 ・公共交通空白地域における公共交通サービスの充実 

 ・観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える交通サービスの確保 

② より利用しやすい利用環境への改善 

効率性に 

関する課題 

③ 並走する区間・時間が存在する鉄道と路線バスの運行の効率化 

④ 重複する市街地循環バスと一般路線バスの運行の効率化 

⑤ 乗合タクシーの需要に応じた運行内容の調整 

持続可能性 

に関する課題 

⑥ 財政負担額の抑制 

⑦ 公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

⑧ 新型コロナウイルス感染症拡大による公共交通利用減少からの回復 

⑨ 令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興 
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３．地域公共交通の問題点・課題 

３－１．利便性に関する課題 

 ❶ 移動特性に応じた公共交通サービスの確保  

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

問題点  全国的に高齢化が進む中、本市においても高齢者数、高齢化率ともに増加傾向が続いてい

ます。高齢化が進むと、これまでは自家用車を運転していた人、家族や近所の知人等を送

迎していた人も高齢となって自家用車での自由な移動ができなくなるなどの問題が懸念

されます。 

 市民アンケートでは、自家用車が運転できない場合の外出について、69%が「不安があ

る」と回答しています。また、39％は将来の移動に対する不安について、八代市地域公共

交通網形成計画策定以前から 13％は「軽減した」と回答していますが、26％は「変わって

いない」と回答しています。 
 

課題  高齢者などをはじめとする交通弱者が、将来にわたって安心して暮らしていける移動手段

の確保が課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

（自家用車の利用状況） （公共交通利用の有無） 

（自家用車が運転できない場合のおでかけ時の不安） （おでかけに対する不安の変化（５年前と比較）） 

資料：R1 市民アンケート調査➁ 

主に自分

が使用し

ている

55%主に家族

が使用し

ている

27%

世帯に自

家用車は

ない

11%

無回答

7%

自家用車の

利用状況

（n=456）

利用した

29%

これまで

利用して

いなかった

が初めて

利用した

2%

利用して

いない

64%

無回答

5%

公共交通

利用の有無

（n=456）

ある

69%

ない

10%

現在 自分

で車の

運転をして

いない

16%

無回答

5%

自家用車が運転

できない場合の

おでかけ時の不安

（n=456）

軽減され

た

13%

変わらな

い

26%分からな

い

47%

無回答

14%

おでかけに対する

不安の変化

（５年前と比較）

（n=456）
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３．地域公共交通の問題点・課題３．地域公共交通の問題点・課題 

（２）公共交通空白地域3における公共交通サービスの充実 

問題点  八代市地域公共交通網形成計画に基づく、乗合タクシーの導入等により、公共交通空白地

域の解消を進めた結果、公共交通サービスが提供されている人口が 4％改善されました。

しかしながら、鏡地域や高田地域などにおいて公共交通空白地域が存在しており、公共交

通サービスを利用しにくい市民がいます。 

 市民アンケートでは、公共交通の利用状況について、鏡地域や千丁地域では他地域よりも

「利用しない」の割合が高く、さらに公共交通を利用しない理由について「自宅周辺に公共

交通がないから」との回答が多くなっています。 

 

課題  将来にわたって住み慣れた地域で安心・快適に暮らしていくために、公共交通空白地域の

解消が課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
3 公共交通空白地域：居住者が見られるエリアのうち、鉄道駅の半径 1kmから外れ、かつ、バス停・乗合タ

クシー停留所の半径 500mから外れている地域 

26%

15%

17%

22%

14%

16%

14%

12%

17%

4%

21%

68%

82%

76%

72%

76%

78%

79%

82%

74%

77%

73%

6%

3%

7%

6%

10%

7%

6%

6%

9%

18%

6%

0% 50% 100%

八代市中心部(n=177)

旧八代市東部(n=73)

旧八代市西部(n=87)

旧八代市南部(n=124)

日奈久地域(n=90)

坂本地域(n=89)

千丁地域(n=78)

鏡地域(n=115)

東陽地域(n=77)

泉地域(n=71)

市全域(n=981)

利用した 利用していない 無回答

（公共交通サービス提供エリア（令和元年度時点）） 

11%

13%

14%

17%

7%

10%

18%

21%

5%

16%

14%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

八代市中心部（n=100）

旧八代市東部（n=60）

旧八代市南部（n=66）

旧八代市西部（n=89）

日奈久地域（n=68）

坂本地域（n=69）

千丁地域（n=62）

鏡地域（n=94）

東陽地域（n=57）

泉地域（n=55）

市全域（n=741）

（公共交通の利用状況） 

資料：R1 市民アンケート調査➀ 

（公共交通を利用しない理由「自宅の周辺に利用できる公共交通がない」と回答した人の割合） 
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３．地域公共交通の問題点・課題 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える交通サービスの確保 

問題点  本格的な人口減少社会の到来により、地域活力の維持・向上が困難となっています。 

 今後、観光によるまちづくり等により交流人口の拡大や地域経済の活性化を目指す中で、

観光客等来訪者のアクセス拠点となる新八代駅や八代駅、くまモンポートやつしろから観

光施設等への二次交通や乗継利便性の確保は不十分な状態です。 
 

課題  さらなる誘客に向けて、熊本空港から本市への交通アクセスの維持、新八代駅や八代駅、く

まモンポートやつしろといった交通拠点からまちなか、観光施設等までの観光客等来訪者

の円滑なアクセスと周遊を支える交通ネットワークの確保が課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（八代市内の交通サービス） 
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３．地域公共交通の問題点・課題３．地域公共交通の問題点・課題 

26%

2%

15%

19%

8%

16%

7%

2%

13%

9%

16%

5%

9%

9%

7%

0% 10% 20% 30%

便数を増やす

もっと早くから運行するようにダイヤを見直す

もっと遅くまで運行するようにダイヤを見直す

鉄道・バス・乗合タクシーを乗り継ぎやすいようにダイヤを調整する

定時制を向上させる

バス停や停留所の環境を改善する

乗り降りしやすい車輛を導入する

駅の中の階段などの段差を解消する

駅やバス停などの周辺の駐車場や駐輪場を充実させる

バスなどの運行情報を提供する

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情報を提供する

鉄道・バス・乗合タクシーの乗り継ぎ利用に関する情報提供を充実させる

運行ルートを見直す

割引制度などを充実させる

その他

公共交通利用者数

n=167

 ❷ より利用しやすい利用環境への改善  

問題点  八代市地域公共交通網形成計画に基づいて様々な施策に取り組み（※）、公共交通の利用

率が増加するなど一定の効果がありましたが、市民アンケートによると「ダイヤ調整」や「バ

ス停等の環境改善」、「運行ルート等の情報提供の充実」等についての改善要望が多く指摘

されています。 
 

課題  市民がより利用しやすい公共交通を実現するために継続的なニーズ把握や利用環境の改

善が課題となります。 

（※）八代市地域公共交通網形成計画に基づいて、鉄道のダイヤに合わせた路線バス・乗合タクシーのダ

イヤ改正や市民の要望に応えた路線バス・乗合タクシーのルートの見直しなどの運行サービスの見直し、低

床車両の導入や IC カードの導入などの利用環境の充実、公共交通マップや総合時刻表の作成や交通事業

者によるバスロケーションシステムの導入などの情報提供の充実に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（公共交通への改善要望） 

資料：R1 市民アンケート調査➀ 
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３．地域公共交通の問題点・課題 

３－２．効率性に関する課題 

 ❸並走する区間・時間が存在する鉄道と路線バスの運行の効率化  

問題点  JR 肥薩線と路線バス坂本線、肥薩おれんじ鉄道と路線バス田浦線及び日奈久温泉ライン

など、鉄道と路線バスが並走する区間が存在しています。さらに、運行時間についても同

じ時間帯で運行している便もあり、機能が重複して非効率な運行となっています。 

 

課題  双方の役割を明確にした上で、運行の効率化が課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❹重複する市街地循環バスと一般路線バスの運行の効率化  

問題点  八代駅～八代市役所前区間は、市街地循環バスも一般路線バスも運行しており、サービス

が過剰となっています。 

 重複する一般路線バスの利用者数は概ね増加傾向にある一方で、市街地循環バス「みなバ

ス」「ゆめバス」の利用者数が大幅に減少しています。 
 

課題  中心拠点の回遊を支える市街地循環バスの利便性と効率性の両立が課題となります。 

 まちづくりの面では、中心市街地の活性化に向けて、中心拠点内の魅力を高めるととも

に、その回遊行動を支えるきめ細かい交通サービスの充実が課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（肥薩おれんじ鉄道と路線バス田浦線の並走区間の時刻表） 

資料：JR 九州、肥薩おれんじ鉄道、産交バス時刻表 ※R2.6 月末時点 

市街地循環バスと一般
路線バスが多く重複 

（市街地循環バスと一般路線バスの運行路線） 
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３．地域公共交通の問題点・課題３．地域公共交通の問題点・課題 

 ❺乗合タクシーの需要に応じた運行内容の調整  

問題点  乗合タクシーの利用状況をみると、車両定員数以上の利用申込みがあり追走便の運行が

発生しているといった、需要量に供給量が追い付いていないケースがあります。逆に、設

定便数に対して利用が少なく、稼働率が低迷しているケースもあり、どちらも非効率な運

行となっています。 
 

課題  需要に応じた運行内容の調整が課題となります。 
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稼
働
率

稼働率 乗合率

稼働率が 100％を超えて
いる路線は追走便を出し
ている割合が高いことを
示している 利用者（乗合率）、稼働率と

もに低迷する路線も存在し
ている 

（乗合タクシーの利用状況） 

資料：八代市 
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３．地域公共交通の問題点・課題 
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数

財
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担
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（百万円/年）

（千人/年）

（年度）

３－３．持続可能性に関する課題 

 ❻ 財政負担額の抑制  

問題点  本市の公共交通に対する財政負担額は年々増加傾向にあり、令和元年度では年間 2億６

千万円となっています（平成２３年度比約１．５倍）。主な要因としては、利用者数が最も多

かった平成２５年度と令和元年度を比較すると利用者が約１０万人減少していることや八

代市地域公共交通再編実施計画に基づいて導入した路線バスの上限運賃の設定4による

運賃収入の減少等が挙げられます。 

 

課題  財政負担額は、公共交通の赤字額に対する補てんではあるものの、公共交通の利便性を高

めていくための必要な経費でもあります。公共交通の持続可能性を確保するためには利便

性と効率性のバランスをとりながら財政負担額の抑制を進めることが課題となります。 

再編実施計画では、路線バスから乗合タクシーへの転換によって財政負担額の抑制を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
4 上限運賃の設定：平成 29年 10月から路線バスの運賃は、乗車距離に伴って運賃が高くなる距離制運賃

から、距離制運賃とするものの上限を 200円とする上限運賃制を導入している。 

（財政負担額の推移） 

資料：八代市 
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３．地域公共交通の問題点・課題３．地域公共交通の問題点・課題 

関心や利

用意欲が

高まった

24%

ほとんど変

わらない

52%

関心や利

用意欲が

下がった

6%

無回答

18%

現在の公共交通

に対する関心や

利用意欲

（n=981）

 ❼公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展  

問題点  地域公共交通網形成計画に基づいてモビリティ・マネジメント5に取り組んできた結果

（※）、市民アンケートでは 24％が「公共交通に対する関心や利用意欲が高まった」と回答

していますが、利用者数の増加には直結していません。 
 

課題  今後も継続的に啓発活動に取り組み、公共交通への興味・関心のさらなる喚起を行い、実

際の利用につなげていくことが課題となります。 

（※）地域公共交通網形成計画では、高校生、通勤者、転入者等を対象にしたモビリティ・マネジメントに

取り組んできました。また、地域版公共交通マップ・総合時刻表を作成し、公共交通への興味・関心を喚起し、

利用促進を図ってきました。さらには、市街地循環バスのラッピングや市内イベント等で公共交通の PR 等

にも取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❽ 新型コロナウイルス感染症拡大による公共交通利用減少からの回復  

問題点  令和２年４月１８日の新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的とした、政府の緊急事態宣

言の発出による、外出自粛の要請を受け、公共交通利用は大きく減少しました。市内では、

路線バスと乗合タクシーの利用者数の合計は５月時点で前年比の 43％まで落ち込み、タ

クシーの運賃収入も前年比約４５％まで落ち込んでいます。 
 

課題  公共交通事業者の経営体力が落ち込むと市民の移動を支えることが困難となります。こう

したことから、公共交通事業者の経営体力の早期回復に向けた取組が課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
5 モビリティ・マネジメント：一人ひとりのモビリティ（移動）が、社会的にも個人的にも望ましい方

向に自発的に変化することを促す、コミュニケーションを中心とした交通施策（「モビリティ・マネジメン

トの手引き」土木学会） 

100.3 95.6

68.2

44.4 44.8

0

50

100

1月 2月 3月 4月 5月

運賃収入の前年比（R2/R1）(％)

※八代市内タクシー事業者 

 新型コロナウイルス影響調査結果 

 （令和２年５月分は概算） 

 市内全８社中７社回答 

（現在の公共交通に対する関心や利用意欲） 

資料：R1 市民アンケート調査➀ 

（市内イベント等） 

（公共交通（路線バス＋乗合タクシー）利用者数の推移） （タクシー事業者の運賃収入の前年比（R2/R1）） 

資料：八代市 資料：八代市 
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H26

市全域

(n=1360)

R1

市全域

(n=981)

利用した 利用していない 無回答

（公共交通の利用状況） 

資料：H26、R1 市民アンケート調査➀ 
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３．地域公共交通の問題点・課題 

 ❾ 令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興  

問題点  令和 2 年７月豪雨により、球磨川水系の河川が氾濫・決壊し、本市坂本町では土砂崩れや

床下・床上浸水などの甚大な被害が生じました。JR 肥薩線をはじめとする公共交通機関も

運休を余儀なくされており（令和２年○月時点）、早急な移動手段の確保が求められていま

す。 
 

課題  今後の坂本町の復旧・復興のステップに合わせて、住民の生活に合わせた公共交通を構築

することが課題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通機関 令和２年７月豪雨による被害 運行状況 復旧時期 

ＪＲ肥薩線 球磨川第一橋梁ほか、駅舎、鉄道

施設の流出等 

八代～真幸間運休 
未定 

肥薩おれんじ鉄道 佐敷トンネル出口での大規模な

土砂崩れ、佐敷駅の浸水等 

八代～佐敷間運休 
１１月頃 

路線バス（産交バス坂

本線） 

国道２１９号線の不通及び代替路

の通行制限により運休、停留所の

流出等 

清流高校前～坂本駅前運

休 未定 

乗合タクシー・一般タク

シー（大和タクシー） 

営業所・ジャンボタクシーを含む

車両４台が浸水・流出等 

随時、運行を回復 

  

（令和 2 年７月豪雨による被災状況） 

記載内容は最新版確定まで随時見直し 

資料：八代市 

※令和２年８月 12 日時点 
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３．地域公共交通の問題点・課題３．地域公共交通の問題点・課題 

 

 

 

 

 

 
通学 通勤 通院 買物 観光

役所 娯楽 社交 食事

（地域公共交通がまちづくりの推進に向けた役割を果たすために必要な「効率性」「持続可能性」「利便性」の向上） 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

八代市における公共交通の長期的な方針（公共交通のあり方）と本計画期間中に取り組む短期・中期的

な方針（計画の目標）を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公共交通のあり方を整理するにあたっては、第２次八代市総合計画や関連計画において公共交通に求

められる役割とあわせて「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を考慮します。 

 

  

 

 

Point 

各種計画等で長期的な観点から公共交通に求められる役割を「公共交通のあり方」として位置

づけます。本計画においては、短期・中期的な問題点・課題の解決に着実に取組むことで長期

的には公共交通に求められる役割を実現します。 

持続可能な開発目標（SDGs）とは，2015年 9月の国連サミットで採択された

2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・

169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one 

behind）」ことを誓っています。 

SDGs 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

４－１．八代市における地域公共交通のあり方 

第２次八代市総合計画で示す市の目指す将来像及び関連計画から求められる地域公共交通の役割等を踏まえ、まちの将来像を実現するための地域公共交通のあり方（果たすべき役割）を整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○安全・安心・快適に暮らせるまち 

 ⇒本市のそれぞれの地域拠点を連携させた持続可能な公共交通体系の構築 
第２次八代市 
総合計画 
（H30-R7 年度） 

 

八代市 

重点戦略 
４ 安全・安心で魅力ある都市を築く 

・‟やつしろ”の発展を支えるまちづくりに向けた安心・安全・快適に暮らし続けることができる生
活基盤 

八代市人口ビジョ
ン・地方創生総合
戦略 
（H27-R2 年度） 

・コンパクトな市街地の形成を支援する役割 

・拠点への都市機能の集積を支援する役割 

・調和の取れた都市活動を支援する役割 

 

八代市都市計画 
マスタープラン 

（H21-R10年度） 

 

・環境負荷が小さいライフスタイルの形成を支援する役割 第２次八代市 
環境基本計画 
（R1-R8 年度） 

・にぎわいの中心となる場の再生を支援する役割 
・地域で生活し続けられる環境の維持を支援する役割 

八代市住生活基本
計画（住宅マスター
プラン） 
（H25-R4 年度） 
 

・地域内の連携強化や交流の場づくりを支援する役割 
・社会参加機会の創出を支援する役割 

第 4 次八代市地域
福祉計画・八代市
地域福祉活動計画 
（みんなのえがお八
代プラン） 
（R2-R6 年度） 

・安全・安心な通学手段の確保を支援する役割 
・多様な生涯学習機会の確保を支援する役割 

第２期八代市教育
振興基本計画
（H30-R3 年度） 

・将来に渡り地域で安心して暮らすことができる環境の維持を支援する役割 
・地域の連携や交流を支援する役割 

八代市過疎地域自
立促進計画
（H28-R2 年度） 

 

・アクセス利便性向上や広域観光の推進を支援する役割 
・来訪者に長く滞在してもらえる仕掛けづくりを支援する役割 

八代市観光振興計
画（後期）
（H29-R3 年度） 

求められる役割 
八代市における地域公共交通のあり方 

将来公共交通ネットワークイメージ 

生活を支える 

地域の暮らしを支える公共交通 地域を支える 

中心市街地の活性化や観光振興によるにぎわいを創る公共交通 

新しい社会生活に対応する公共交通 

環境にやさしい公共交通 環境を守る 

市民、事業者、行政が連携してつくる公共交通 みんなでつくる 

            凡　例

新幹線
JR

高速バス
路線バス等
乗合タクシー等

 中心拠点

  交通拠点

  地域生活拠点
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

 

 

 
 

● 通勤、通学、買物、通院、趣味、社会活動への参加など日常生活における様々な外出での移動

に対応した交通サービスを提供し、社会インフラとしての機能を果たす。 

【関連する上位関連計画・法律】総合計画・住生活基本計画・八代市地域福祉計画・教育振興基本計画 

● 住宅や商業地域においては高いサービス水準を確保し、利便性の高い住環境を形成する。 

【関連する上位関連計画・法律】都市マス・総合戦略・住生活基本計画 

● 中山間地域では、需要に応じたサービスを確保し、日常生活における移動が可能な環境を形

成する。 

【関連する上位関連計画・法律】住生活基本計画・過疎地域自立促進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住み続けられる 

まちづくりを 

働きがいも 

経済成長も 

すべての人に 

健康と福祉を 

（市街地での通勤、通学、買物、通院などの移動ニーズのイメージ） 

（山間部の拠点までの買い物や通学等の移動ニーズのイメージ） 

（熊本や福岡、空港等市外への移動ニーズのイメージ） 

市民の多様な移動ニーズに対応し、日常生活を支える公共交通 生活を支える 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

 

 

 
 

● 日奈久地域、坂本地域、千丁地域、鏡地域、東陽地域、泉地域における各地域拠点までのアクセ

ス及び各地域拠点から中心部までの地域間移動に対応した交通サービスを提供することで、各

地域の拠点機能の確保と拠点間のネットワーク形成に貢献する。 

【関連する上位関連計画・法律】都市マス・住生活基本計画・過疎地域自立促進計画 

● 高齢者等が利用しやすい低床車両やステップ付き車両の導入、バリアフリーに対応したバス乗

り場や鉄道駅の環境整備を促進することで、積極的に外出しやすい環境を形成する。 

【関連する上位関連計画・法律】八代市地域福祉計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 市内各地から中心市街地までのアクセスや交通拠点から観光施設までのアクセスに対応した交

通サービスを提供し、中心市街地の活性化や観光振興などまちのにぎわいづくりに貢献する。 

【関連する上位関連計画・法律】都市マス・総合戦略・住生活基本計画・観光振興計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（中心部でのイベントや周遊のイメージ） （観光客（新八代駅、八代駅、クルーズ船）からの観光客の

移動のイメージ） 

住み続けられる 

まちづくりを 

働きがいも 

経済成長も 

中心市街地の活性化や観光振興によるにぎわいを創る公共交通 まちのにぎわいを創る 

地域の暮らしを支える公共交通 地域を支える 

住み続けられる 

まちづくりを 

（小さな拠点と拠点間ネットワークのイメージ） 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

 

 

 
 

● AI や ICT などの新技術を活用した利便性の高い交通サービスを提供し、Society5.0 社会に

おける、新しい生活様式にも対応した社会生活が営めるスマートなまちづくりに貢献する。 

【関連する上位関連計画・法律】地域公共交通活性化再生法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 過度な自動車利用を抑制し、公共交通利用を推奨することで、二酸化炭素（Co2）の排出を軽

減し、地球温暖化防止に貢献する。 

【関連する上位関連計画・法律】環境基本計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新しい社会生活に対応する公共交通 新しい社会に対応する 

環境にやさしい公共交通 環境を守る 

(新技術を活用した利便性の高い交通サービスのイメージ) 

(地球温暖化防止のイメージ) 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

 

 

 
 

● 市民、事業者、行政（国・県・市）が公共交通に高い関心を持ち、積極的な利用や公共交通体系の

見直し、情報共有等を行うことで、必要で持続可能な公共交通を確保する。 

【関連する上位関連計画・法律】交通政策基本法、八代市総合戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民、事業者、行政が連携してつくる公共交通 みんなでつくる 

つくる責任 

つかう責任 

(みんなで公共交通を支えるイメージ) 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

４－２．将来ネットワーク 

地域内の様々な公共交通機関や旅客輸送サービスを有機的に組合せ、市民の日常生活や観光客等来訪者の移動を支え、まちの活性化に資する持続可能な地域公共交通ネットワークを構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中心拠点 ● 本市の中心として、都市
機能が集積する場所。 

・市役所及び本町周辺 

交通拠点 ● 広域幹線、市内幹線、支
線交通等の交通結節点。 

・新八代駅：九州新幹線、JR 鹿児島本線、路線バス種山線、高速バス、 
乗合タクシー東町線、タクシー、市街地循環バス、すーぱーばんぺいゆ 

・八代駅：JR 鹿児島本線、JR 肥薩線、肥薩おれんじ鉄道、路線バス各路線、 
市街地循環バス、すーぱーばんぺいゆ、乗合タクシー、タクシー 

・ゆめタウン：路線バス各路線、市街地循環バス、乗合タクシー産島線、平和町線 
・イオン八代ショッピングセンター：路線バス文政線、市街地循環バス、 

乗合タクシー産島線、タクシー 

地域生活拠点 ● 行政機能や商業機能、医
療機能、交流機能など地
域における日常生活の
中心として、拠点となる
場所。 

・坂本地域：坂本支所周辺（今後の復旧・復興状況にあわせて設定） 
・東陽地域：種山バス停周辺 
・泉地域：落合バス停周辺 
・日奈久地域：日奈久出張所周辺 
・鏡地域：鏡四つ角周辺 
・千丁地域：千丁支所周辺 

（八代市の将来ネットワークイメージ） 

拠点の考え方 

 公共交通空白地域の解消に向けた乗合タクシー等の公共交通サービスを導入 

 利用状況に応じた路線バスのサービス適正化 

 交通結節点の充実による公共交通利用環境の充実 

課題に対するネットワーク関連の対応方針 

            凡　例

新幹線
JR

高速バス
路線バス等
乗合タクシー等

 中心拠点

  交通拠点

  地域生活拠点
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

 

 交通機関 概要 

まちの将来像の実現に向けた役割 

生
活
を
支
え

る 地
域
を
支
え

る ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
を
創
る 

新
し
い
社
会

に
対
応
す
る 

環
境
を
守
る 

み
ん
な
で
つ

く
る 

 新幹線  鹿児島や福岡、関西等への広域

移動を担う 
●  ●  ● ● 

高速バス  福岡や熊本、鹿児島への広域移

動を担う 

 宮崎、人吉方面への広域移動を

担う（新幹線からの二次交通） 

  ●  ● ● 

 JR 鹿児島本

線 
 県央・県北等への広域移動を担

う 

 鏡地域、千丁地域と八代地域と

の市内地域間移動を担う 

● ● ●  ● ● 

 JR 肥薩線  人吉や鹿児島等への広域移動を

担う 

 坂本地域と八代地域との市内地

域間移動を担う 

● ● ●  ● ● 

 肥薩おれ 

んじ鉄道 

 水俣、出水、薩摩川内等への広

域移動を担う 

 日奈久地域と八代地域の市内地

域間移動を担う 

● ● ●  ● ● 

 すーぱー 

ばんぺいゆ 

 阿蘇くまもと空港からの二次交

通のほか運転免許センターとの

広域移動を担う 

 中心部の宿泊施設と八代駅、新

八代駅を結ぶ地域内交通 

●  ●  ● ● 
 

 路線バス  市内の地域生活拠点と中心拠点

を結び、市内地域間移動や地域

内移動を担う 

● ●   ● ● 

 市街地循環

バス 

 市中心部の駅、商業施設等の主

要拠点をつなぐ地域内交通を担

う 

●  ●  ● ● 

 乗合タクシー  市内各地域において、広域幹線

や市内幹線、中心拠点にアクセ

スすることができ、山間部等の

道路が狭い地域においてもサー

ビス提供が可能な支線交通を担

う 

● ●   ● ● 

 一般タクシー  鉄道・バス・乗合タクシーで網羅

することができない移動需要を

満たす地域内交通を担う 

● ● ● ● ● ● 

  

各交通機関の担うべき役割 

市
内
幹
線 

支
線
交
通 

広
域
幹
線 

地
域
内
交
通 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

 

 交通機関 概要 

まちの将来像の 

実現に向けた役割 

生
活
を
支
え

る 地
域
を
支
え

る ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
を
創
る 

新
し
い
社
会

に
対
応
す
る 

環
境
を
守
る 

み
ん
な
で
つ

く
る 

 地域内の旅客輸

送サービス 

 小規模な需要やバス・乗合タク

シーでは対応が難しい場合に、

民間の送迎サービスや自家用有

償運送などで対応する輸送サー

ビス 

 ●   ● ● 

 新たな交通サー

ビス 

 AI を活用したデマンド交通や自

動運転化された小型車両による

交通サービスなどこれまでの公

共交通を補完することが期待さ

れる 

  ● ● ● ● 

 

 

 

 

将来ネットワークを担うことが期待される交通の役割 

補
完
交
通 

将来ネットワークを担うことが期待される交通の役割 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

４－３．計画の目標 

本市における地域公共交通のあり方及び将来ネットワークを念頭に、地域公共交通課題の解決に向けた本計画の目標を次のように設定します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利便性に関する課題 

地域公共交通の課題 

① 移動特性に応じた公共交通サービスの
確保 

・高齢者が安心して暮らしていける移動手
段の確保 

・公共交通空白地域における公共交通サ
ービスの充実 

・観光客等来訪者の円滑なアクセス及び
周遊を支える交通サービスの確保 

② より利用しやすい利用環境への改善 

効率性に関する課題 

③ 並走する区間・時間が存在する鉄道と
路線バスの運行の効率化 

④ 重複する市街地循環バスと一般路線バ
スの運行の効率化 

持続可能性に関する課題 

⑥ 財政負担額の抑制 

⑦ 公共交通への興味・関心のさらなる喚
起と利用促進への発展 

⑤ 乗合タクシーの需要に応じた運行内容
の調整 

⑧ 新型コロナウイルス感染症拡大による公
共交通利用減少からの回復 

⑨ 令和２年７月豪雨災害からの復旧・
復興 

八代市地域公共交通計画の目標 

目標１ 

目標２ 

目標３ 

目標４ 

目標５ 

目標６ 

目標７ 

八代市における地域公共交通のあり方 

数値目標（重点戦略に定める指標） 

目標８ 

指標名 現状値（R1年度） 目標値（R7年度）

市民指標
路線バスや乗合タクシーなどの公共交
通機関を利用しやすいと感じる割合

24.0％ 30.0％

統計指標
市民一人当たりの公共交通（路線バス・
乗合タクシー）の年間利用回数

4.2回／人・年 4.6回／人・年

生
活
を
支
え
る 

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
る 

地
域
を
支
え
る 

環
境
を
支
え
る 

み
ん
な
で
つ
く
る 

新
し
い
社
会
に
対
応
す
る 

      

市街地における地域公共交通サービスの利便増進を図る 

中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 

変化するニーズに応じて適宜、公共交通サービスの適正化を図る 

鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

新技術の積極的な導入によって利便性を高める 

市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた公共交通事業の回復を図る 

令和２年７月豪雨で被害を受けた坂本町の復興に応じた公共交通サービスの提供 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

＜計画の目標の具体内容＞ 

 

 

● 路線バスと市街地循環バスの市街地における運行内容サービスを見直し、市街地における利

便性の向上を図る（短距離区間の利用、きめ細かいルート設定）。 

● 鉄道、路線バス、乗合タクシーに加え、一般タクシーや自転車の共同利用など多様な交通体系が

組み合わせて利用できる環境を整え、市街地における利便性を高める。 

 

 

● 坂本地域、東陽地域、泉地域の乗合タクシーの運行を維持し、地域生活拠点までのアクセスを

確保する。 

● 既存の公共交通機関で移動手段確保が困難な五家荘地域においては、自家用有償運送の活用

を検討し、地域生活拠点までのアクセスを確保する。 

● 公共交通空白地域において乗合タクシー等を導入し、地域生活拠点までのアクセスを確保す

る。 

● 路線バスや鉄道により地域生活拠点から中心拠点までのアクセスを確保する。 

 

 

 

● 少子化や高齢化等によって変化するニーズを適宜モニタリングし、路線バス、乗合タクシーにつ

いてニーズに応じた見直しを適宜行い、運行効率化を図る。 

● 地域や交通事業者と協力して潜在需要を把握しながら、新たな需要の獲得を図る。 

 

 

● 鉄道のダイヤ改正に応じて路線バス・乗合タクシーのダイヤを調整し、円滑なダイヤ接続を確保

する。 

● 交通結節点における待合環境、各種情報提供、誘導案内等を整備し、円滑な乗り継ぎ環境を確

保する。 

 

 

● 公共交通情報の一元化や乗換案内など MaaS（P9７参照）の考え方を活用して利便性の向上

を図る。 

● グリーンスローモビリティ6や超小型モビリティ7により狭い道路が多い地区にも公共交通サー

ビスを確保する。 

● 無人自動運転移動サービスの社会実装など、新技術導入に向けた研究に積極的に取り組む。 

                                                   
6 グリーンスローモビリティ：電動で時速 20㎞未満で公道を走る 4人乗り以上の車両 
7 超小型モビリティ：自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境性能に優れ、地域の手軽な移動の足

となる１人～２人乗り程度の車両 

市街地における地域公共交通サービスの利便増進を図る 目標１ 

中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 目標２ 

変化するニーズに応じて適宜、公共交通サービスの適正化を図る 目標３ 

目標４ 

新技術の積極的な導入によって利便性を高める 目標５ 
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４．八代市における地域公共交通のあり方及び計画の目標 

 

 

● 必要な地域で、必要な交通サービスが提供されるよう、市民、事業者、行政が、公共交通の改善、

利用促進等に一体となって取り組む。 

 

 

 

● 新型コロナウイルスをはじめとする感染症対策を講じ、安全・安心な公共交通の利用環境を確

保する。 

● 市民に対して安全・安心な公共交通利用環境確保に向けた事業者の取組等の周知に取り組む。 

 

 

● 運休しているJR 肥薩線・路線バス坂本線の復旧状況に応じた代替となる移動手段の見直しを適宜

行う。 

● 復旧・復興の状況に応じたバス・乗合タクシーの運行サービスの見直しを適宜行う。 

 

 

【数値目標（重点戦略で定める指標）】 

「八代市重点戦略」では、平成 30 年度～令和 3 年度までの目標値が定められています。本計画では

この指標を基礎に現況値や過年度の推移を踏まえて、令和 7 年度までの目標値を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標７ 

市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 目標６ 

目標８ 

統計指標：市民一人当たりの公共交通（路線バス・乗合タクシー）の年間利用回数 

公共交通サービスの改善に加え、継続的な利用促進策に取り組むことで、利用者数

が増加することを目指します。 

 

市民指標：路線バスや乗合タクシーなどの公共交通機関を利用しやすいと感じる割合 

運行サービスの見直し、情報提供の充実、利用環境の改善などの結果として、市民

の公共交通に対する満足度が向上することを目指します 

２４．０％ 

（R1年度） 

〔 現 況 〕                    〔 目 標 〕 

３０．０％ 
（R７年度） 

路線バスや乗合タクシーなどの公共交通機関を利用しやすいと感じる割合 

４．２回/人・年 

（R１年度） 

〔 現 況 〕                    〔 目 標 〕 

４．６回/人・年 
（R７年度） 

市民一人当たりの公共交通（路線バス・乗合タクシー）の年間利用回数 
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５．目標を達成するための施策・指標 

５．目標を達成するための施策・指標 

各交通機関における目標達成に向けた施策を整理します。各施策については、進捗状況並びに達成状況を的確にモニタリングしていくことを想定し、KPI（重要業績指標）を設定します。 

 

目標達成に向けた施策 

該当目標 KPI（重要業績指標） 

目
標
１ 

目
標
２ 

目
標
３ 

目
標
４ 

目
標
５ 

目
標
６ 

目
標
７ 

目
標
８ 

指標 現況値※1 
目標値 

（令和 7年度） 

新幹線 ①二次交通の維持・充実等による利用促進 

②観光等との連携による利用促進 
   ●  ●   

新幹線との接続性を確保し

たバスの便数の割合 
24％ 29％ 

在来線 JR鹿児島本線 ①鉄道のあり方及び活用方法検討 

②二次交通との接続強化 
 ●  ●  ●   八代駅の乗車人員 1,976 人/日 2,000 人/日 

JR肥薩線 ①肥薩線運休期間中の地域内交通の確保 

②鉄道のあり方及び活用方法検討 
 ● ● ●  ●  ● 

八代駅～坂本駅間の輸送サ

ービスの便数 
16 便/日 16 便/日 

肥薩おれんじ鉄道※2 ①鉄道のあり方及び活用方法検討 

②二次交通との接続強化 
 ● ● ●  ●   市内駅乗降者数 46.8 万人/年 47.0 万人/年 

高速バス すーぱーばんぺいゆ ①熊本空港方面とのアクセス機能の確保    ●  ●   すーぱーばんぺいゆ 

利用者数 
5.6 万人/年 5.6 万人/年 

その他 ①アクセス交通との接続強化    ●  ●   

路線バス 一般路線バス ①路線の延伸、停留所の変更 

②運行時刻の見直し（鉄道との接続改善等） 

③運行便数の整理 

④乗合タクシーへの転換 

● ● ● ●  ●  ● 利用者数 30.1 万人/年 30.1 万人/年 

市街地循環バス ①路線の延伸、停留所の変更 

②運行時刻の見直し（鉄道との接続改善等） 

③運行便数の整理 

●   ●  ●   利用者数 25.2 万人/年 28.8 万人/年 

乗合タクシー ①停留所の移設、新期設置 

②運行日、運行便、運行区域の追加 

③運行時刻の見直し（鉄道、バスとの接続改善等） 

④運行便数の整理 

⑤路線の新設・路線バスからの転換 

⑥路線の統合 

 ● ● ●  ●  ● 利用者数 3.6 万人/年 4.7 万人/年 

一般タクシー ①他交通機関と連携した利用促進 

②ICT 技術を活用したサービス向上に向けた研究 
●   ●  ●   利用者数 124 万人/年 124 万人/年 

その他 

モビリティ 

➀自家用有償運送の導入検討（地域の旅客運送サービスの活用含む） 

➁くまモンポートやつしろから八代市街地への移動手段の確保 ● ●  ● ● ●   
新たな交通サービスの 

導入検討数 
－ 2 件 

情報提供の充実 
    ● ● ●  

公共交通マップ&総合時刻
表の更新 

最新情報に更新 最新情報に更新 

新型コロナウイルス禍からの V字回復 
     ● ●  

肥薩おれんじ鉄道、路線バ
ス、乗合タクシーの 

利用者数 
111.9 万人/年 111.9 万人/年 

MaaSの導入に向けた研究 
●    ● ●   

MaaS の導入に向けた 

取組件数 
－ 1 件 

※１現況値の計測時点は各指標で異なる。次頁以降に記載する。 
※2 肥薩おれんじ鉄道は、運休している八代―佐敷間について、自社で代行バスの運行を確保している（令和 2 年 8 月現在） 
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５．目標を達成するための施策・指標 
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５．目標を達成するための施策・指標 

新幹線に関する施策 

新幹線に関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 ②より利用しやすい利用環境への改善 

持続可能性の課題 ⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

 

関連する目標 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

 

市民がビジネスや旅行等での鹿児島や福岡、関西等への移動がしやすく、市内への観光客が市内や県

南地域の観光施設へアクセスしやすい公共交通ネットワークの形成に向けて、新幹線から鉄道在来線や

路線バス等への円滑な乗継環境を確保し、市内外の移動利便性を高めていきます。 

新幹線と二次交通とのダイヤ接続の確保や、新八代駅構内の案内誘導の充実を図ります。また、観光

客や市民の新幹線の利用促進を図ります。 

 

〔新幹線に関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

新幹線に関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 

 
 

〔新幹線に関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

KPI（重要業績指標） 新幹線との接続性を確保したバスの便数の割合 

 新八代駅における新幹線各便に対して、新八代駅西口バス停を経由する路線バスのダイヤ接

続が取れている状況を計測します。 

なお、乗り換え時間が 10～30分以内の便を“接続性が確保された”ものとします。 

 

目標値 現況値（令和２年） 目標値（令和７年）  

24％ 29%  

各路線の中でも特に市街地循環バス みなバスの接続状況を改善することを重点的に取り

組み、50%まで向上させることで、目標値の達成を目指します。 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①乗り換えしやすいダイヤの設定

②乗り場までの案内誘導の充実

①観光イベント等との連携

②JR九州との定期的な意見交換

事　業 実施主体

 事業1　二次交通の維持・充実等による利用促進

八代市
交通事業者

 事業2　観光等との連携による利用促進 八代市
DMOやつし
ろ
交通事業者

スケジュール

年１回開催する

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

企画・準備 実施

年間１件程度取り組む
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔新幹線に関わる施策の個別事業内容〕 

 

新幹線利用者の利便性向上を目的に新幹線と二次交通とのダイヤ接続の確保や、新八代駅構内の案

内誘導の充実を図ります。 

 

①乗り換えしやすいダイヤの設定 

新八代駅西口バス停を経由する路線バス（種山線、みなバス）について、新幹線のダイヤに合わせて

適宜見直しを行います。 

各交通機関のダイヤ改正の時間差による接続性の一時的な損失を防ぐため、関係者間（交通事業者、

行政）でのダイヤ改正情報を共有する体制をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②のりばまでの案内誘導の充実 

新八代駅西口バス停は、JR 鹿児島本線を挟んだ反対側にあるため、新幹線改札口からは階段やエ

レベーター等を使って跨線橋を渡る必要があります。 

観光客などの不慣れな人や公共交通を普段あまり使わない人でも乗継利用しやすくするために、バ

ス停までの案内誘導を充実させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 1：二次交通の維持・充実等による利用促進 

（新八代駅の改札口周辺の案内状況） 

 
経路案内はあるものの JR 在来線や路線

バスの運行情報案内がない 
 

（改札口付近に設置してあるバスロケーションシステム 

：JR 古賀駅：福岡県古賀市） 

バスののりばに行かなくてもバスの運行

状況が把握でき、快適に乗り継ぎが可能 

八代市 

交通事業者 

JR九州 
肥薩おれんじ 

鉄道 
産交バス 情報共有 

（関係者間でのダイヤ改正情報の共有体制） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

 

新幹線の利用者増を目的に、観光客等来訪者や市民向けの利用促進事業、JR 九州との意見交換に取

り組みます。 

 

①観光イベント等との連携 

観光客向けに、やつしろ全国花火競技大会や妙見祭などのイベント、日奈久温泉や五家荘、肥薩お

れんじ鉄道・JR 肥薩線の観光列車などの観光資源と新幹線を組み合わせた旅行商品の企画・造成を

推進します。 

また、市民向けにも、新幹線を利用した他都市でのイベントへのアクセス情報の提供等新八代駅か

らの乗車人員増加を目的とした利用促進を図ります。 

こうした観光客向けまたは市民向けの新幹線利用促進を目的とした事業を年間１件程度取り組むこ

とを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②JR九州との定期的な意見交換 

新幹線で来訪する観光客の円滑な二次交通確保とあわせて、今後増加が見込まれるクルーズ船のＦ

ＩＴ8の熊本市内等への移動需要の充足、情報提供や円滑な乗継環境の構築が必要となります。 

こうした環境整備には運行事業者であるＪＲ九州の協力が不可欠であるため、新八代駅における新

幹線停車本数の拡充や情報共有を目的にＪＲ九州と定期的な意見交換を行います。 

 

 

 

 

  

                                                   
8 FIT：Foreign Independent Tourの頭文字の略。団体旅行やパッケージツアーを利用することなく個

人で海外旅行に行くこと。 

事業２：観光等との連携による利用促進 

資料：JR 東日本 

八代市 

ＤＭＯ 
やつしろ 

ＪＲ 

 

（イベント入場券と新幹線往復

切符の企画券：JR 東日本） 

♪ 八代市では 10 月に全

国花火競技大会が開催され

ます。ぜひお越しください♪ 

（車内アナウンスで八代で開

催されるイベントを PR） 
（JR、DMO やつしろ、八代市の連携体制） 

資料：JR 東日本 

連携 
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５．目標を達成するための施策・指標 

在来線：JR鹿児島本線に関する施策 

在来線：JR鹿児島本線に関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた地域公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える公共交通サービスの確保 

②より利用しやすい利用環境への改善 

持続可能性の課題 ⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

 

関連する目標 

目標２ 中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

 

通勤や通学、特別な買い物やレジャーなどでの市内から県央・県北等への移動や八代地域内の移動が

しやすい公共交通ネットワークの形成に向けて、ＪＲ鹿児島本線については路線バスとの役割分担明確

化を図ります。また、市内各駅における二次交通との接続強化を図ります。 

 

〔在来線：JR鹿児島本線に関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

在来線：JR 鹿児島本線に関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

〔在来線：JR鹿児島本線に関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

  

KPI（重要業績指標） 八代駅の乗車人員 

 JR鹿児島本線の利用促進や利便性向上等を測る指標として、八代駅の乗車人員を計測し
ます 

 

目標値 現況値（令和元年） 目標値（令和７年）  

1,976 人/日 2,000 人/日  

現在の減少傾向が続き、令和 7年時点で約 1,700人/日まで減少することが見込まれる中で、

利用促進や二次交通の確保などにより、減少傾向に歯止めをかけ現状維持を目指し、実質 300

人増を目指します。 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①JR鹿児島本線と路線バスの役割分担の明確化

①乗り換えしやすいダイヤの設定

②駅へのアクセス確保

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　鉄道のあり方及び活用方法検討 八代市
交通事業者

 事業2　二次交通との接続強化

八代市
交通事業者

乗合タクシー導入

検討

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

各駐車場・駐輪場の維持・確保
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔在来線：JR鹿児島本線に関わる施策の個別事業内容〕 

 

運行の効率性向上を目的に JR 鹿児島本線と路線バスの役割分担の明確化、八代市内各駅の地域拠

点としての活用に取り組みます。 

 

①JR鹿児島本線と路線バスの役割分担の明確化 

JR 鹿児島本線と並行する路線バス（種山線、松橋線（国道経由）、松橋線（県道経由））との役割分担

を明確にし、役割に見合ったネットワークの強化や駅の機能強化を進めます。 

 

 

  

JR 鹿児島本線 ・主に県央・県北地域への移動を担う。 

路線バス ・主に八代市中心部への移動や地域内の短距離移動を担う。 

 種山線 ・東陽地域、鏡地域、千丁地域から八代市中心部への直接的なアクセスを確保

する。 

・八代市中心部から新八代駅への直接的なアクセスを確保する。 

 松橋線（国道経由） ・龍峯校区、宮地校区、太田郷校区から八代市中心部への直接的なアクセスを

確保する。 

 松橋線（県道経由） ・鏡地域、千丁地域から八代市中心部への直接的なアクセスを確保する。 

 

 

  

有佐駅 ・東陽地域、鏡地域から県央・県北地域への移動の交通拠点 

・路線バス（種山線）、乗合タクシー（新規導入）、一般タクシー、自転車、送迎と

の乗継拠点 

千丁駅 ・千丁地域から県央・県北地域への移動の交通拠点 

・一般タクシー、自転車、送迎との乗継拠点 

新八代駅（在来線） ・JR 鹿児島本線と新幹線への乗継拠点 

・八千把校区、太田郷校区から県央・県北地域への移動の交通拠点 

・路線バス（種山線）、乗合タクシー（東町線）、一般タクシー、自転車、送迎との

乗継拠点 

八代駅 ・八代市中心部から県央・県北地域への移動の交通拠点 

・JR 鹿児島本線から JR 肥薩線、肥薩おれんじ鉄道への乗継拠点 

・路線バス（各路線）、乗合タクシー（東町線、深水八代線）、一般タクシー、自転

車、送迎との乗継拠点 

 

  

事業 1：鉄道のあり方及び活用方法検討 

（各駅が有する機能） 

（ＪＲ鹿児島本線と路線バスの役割分担） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

JR鹿児島本線 

八代中心部への移動 

地域内の短距離移動 

県央・県北への移動 

路線バス 

（JR 鹿児島本線と路線バスの役割分担イメージ） 

（JR 鹿児島本線と路線バスのネットワーク図） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

利便性向上を目的に路線バスや乗合タクシー、一般タクシーなどとの接続強化を図ります。 

 

①乗り換えしやすいダイヤの設定 

有佐駅と新八代駅、八代駅における鉄道と路線バスとのダイヤ接続を円滑にするために、路線バス

のダイヤを見直します。特に、通学時間帯におけるダイヤ接続に重点をおいて取り組みます。各交通機

関のダイヤ改正の時間差による接続性の一時的な損失を防ぐため、関係者間（交通事業者、行政）での

調整を行う体制をつくります。 

 

 主なターゲット 対象系統 

有佐駅 ・東陽地域から熊本方面の高校への通学 

・鏡地域から熊本方面の高校への通学 

・市外からの八代農業高校、八農分校、松橋支援学校氷川分

教室への通学 

・種山線 

・八農分校線 

・文政線 

新八代駅

（在来線） 

・市外からの八代市内の高校等への通学 

・市中心部から熊本方面の高校・大学等への通学 

・種山線 

 

八代駅 ・市外からの八代市内の高校等への通学 

・市中心部から熊本方面の高校・大学等への通学 

・八代駅を経由する路線 

・まちバス 

 

 

②駅へのアクセス確保                     （路線バス、乗合タクシーの施策でも再掲） 

JR 鹿児島本線利用者の利便性向上を目的に各駅へのアクセス確保に向けた路線バスや乗合タクシ

ー、一般タクシー等との接続や乗継環境の充実を進めます。 

 

 主な交通サービスの充実 

有佐駅 ・種山線、八農分校線、文政線の維持・確保 

・鏡町乗合タクシーの新規導入 

新八代駅

（在来線） 

・種山線、乗合タクシー（東町線）の維持・確保 

・タクシー乗り場、自転車置き場の維持・確保 

・パークアンドライド駐車場の維持・確保 

八代駅 ・路線バス各路線、乗合タクシー（東町線、深水八代線）の維持・確保 

・自転車置き場の維持・確保 

  

事業２：二次交通との接続強化 
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５．目標を達成するための施策・指標 

在来線：JR肥薩線に関する施策 

在来線：JR肥薩線に関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた地域公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える公共交通サービスの確保 

②より利用しやすい利用環境への改善 

効率性の課題 ③並走する区間・時間が存在する鉄道と路線バスの運行の効率化 

持続可能性の課題 
⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

⑨令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興 

 

関連する目標 

目標２ 中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 

目標３ 変化するニーズに応じて適宜、交通サービスの適正化を図る 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

目標８ 令和２年７月豪雨で被害を受けた坂本町の復興に応じた公共交通サービスの提供 

 

ＪＲ肥薩線は、坂本地域と八代地域をつなぐ地域内交通としての役割と、人吉・鹿児島地域とつながる

幹線交通として生活を支える移動手段です。ＪＲ九州のＤ＆Ｓ列車（観光列車）が運行する等、観光面にお

いても本市の魅力を高める役割を担っています。 

令和２年７月豪雨により駅舎、橋梁をはじめとする鉄道施設に大きな被害を受けており、ＪＲ九州は

「鉄道としての復旧には１年以上がかかる」という見通しを示している（令和２年７月２８日ＪＲ九州青柳

俊彦社長定例記者会見）ことからも、肥薩線の復旧には中・長期的な対応が求められます。そのため、肥

薩線運休期間中の代替となる地域内交通を確保するとともに、復旧のステップに合わせて肥薩線の役

割や活用策、二次交通の接続等について検討・協議を進めます。 

 

〔JR肥薩線に関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

JR 肥薩線に関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

KPI（重要業績指標） 八代駅～坂本駅間の輸送サービスの便数 

 八代～坂本間の幹線交通の確保状況を測る指標として、八代駅～坂本駅間の輸送サービスを

計測します。 

 

目標値 現況値（令和２年） 目標値（令和７年）  

16 便/日 16 便/日  

現状のサービスレベルを鉄道もしくは代替手段で確保することを目標とします。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔JR肥薩線に関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔JR肥薩線に関わる施策の個別事業内容〕 

 

肥薩線が運休している期間中の地域内交通を確保するため、坂本地域と八代地域とをつなぐ移動手

段の確保に取り組みます。 

 

① 肥薩線運休期間中の移動手段確保 

ＪＲ九州や熊本県等が確保する代替移動手段により対応することができない坂本地域から八代地域

への通院・買い物を目的とした移動や、八代地域等に避難している住民が生活再建を目的に坂本地域

に移動する手段として道路状況等に応じてジャンボタクシー等を用いた移動手段確保を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 1：肥薩線運休期間中の地域内交通の確保 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①肥薩線運休期間中の移動手段確保

①地域交通としての肥薩線復旧後のあり方及び
活用方法の検討

②幹線交通としての肥薩線復旧後のあり方及び
活用方法の検討

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　肥薩線運休期間中の地域内交通の確保 八代市
交通事業者

 事業2　肥薩線の復旧に向けた協議及び復旧後の
　　　  あり方・活用方法の検討 八代市

交通事業者
沿線自治体

肥薩線運行開始まで運行

あり方＆活用方法検討

検討

利活用推進

あり方＆活用方法検討 利活用推進
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

肥薩線の復旧に向けて、肥薩線利用促進・魅力発信協議会等の枠組みを活用し、肥薩線復旧後のあり

方や活用方法まで見据えて、ＪＲ九州や沿線自治体との協議・検討を行います。 

 

①地域交通としての肥薩線復旧後のあり方及び活用方法の検討 

肥薩線と路線バス・乗合タクシーの役割分担の明確化や、八代駅や坂本駅での乗合タクシーや一般

タクシー等の二次交通の円滑なネットワーク形成について検討を行います。 

 

②幹線交通としての肥薩線復旧後のあり方及び活用方法の検討 

ＪＲ九州や沿線自治体とともに人吉・鹿児島方面をつなぐ肥薩線のあり方について検討を行います。

沿線住民の利便性や収支面、観光による経済効果等も含めて広い視点から肥薩線の将来像を協議し

ます。 

 

 

肥薩線の役割 ・人吉や鹿児島等への広域移動を担う 

・坂本地域と八代地域の市内地域間移動を担う 

路線バスとの役

割分担 

・運行時間帯による相互補完（道路渋滞が発生する通勤・通学時間帯は肥薩線が

対応など） 

駅舎の活用方法 ・坂本地域から人吉地域への移動の交通拠点 

・乗合タクシー、一般タクシー、自転車、送迎との乗継拠点 

・地域住民の交流機能の付加により地域コミュニティの充実等に寄与する施設と

して活用 

二次交通との円

滑なネットワー

クの形成 

・乗合タクシーとのダイヤ接続 

・タクシー乗り場、自転車置き場の維持・確保 

・パークアンドライド駐車場の維持・確保 

・送迎車用駐車場の整備 

利用促進 ・イベント開催 

・モビリティ・マネジメントの実施 
在来線：肥薩おれんじ鉄道に関する施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業２：肥薩線の復旧に向けた協議及び復旧後のあり方・活用方法の検討 

（肥薩線復旧後のあり方及び活用方法を検討する論点） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

在来線：肥薩おれんじ鉄道に関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた地域公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える公共交通サービスの確保 

②より利用しやすい利用環境への改善 

効率性の課題 ③並走する区間・時間が存在する鉄道と路線バスの運行の効率化 

持続可能性の課題 ⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

 

関連する目標 

目標２ 中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 

目標３ 変化するニーズに応じて適宜、交通サービスの適正化を図る 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

 

肥薩おれんじ鉄道は、地域内交通としての役割のほか、芦北・水俣・鹿児島方面との通勤・通学等の生

活幹線交通としての役割を担っています。おれんじ食堂や企画切符、台湾鉄路管理局との姉妹鉄道協定

締結等、観光面でも沿線自治体に寄与する事業展開を行っていますが、令和２年７月豪雨では、土砂崩

れや鉄道施設の浸水により大きな被害を受け八代～佐敷間が運休しています（令和２年８月末時点）。こ

の区間については、令和２年１１月に復旧する見込みであり、運休区間については、肥薩おれんじ鉄道が

代行バスでの輸送を行っています。 

全線復旧後の肥薩おれんじ鉄道と路線バスとの役割分担や二次交通との接続強化、利用促進等につ

いて沿線自治体も巻き込んで議論を進め、運行の効率性と利用者の利便性向上を図ります。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔肥薩おれんじ鉄道に関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

肥薩おれんじ鉄道に関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

 

 

〔肥薩おれんじ鉄道に関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KPI（重要業績指標） 市内駅乗降者数 

 肥薩おれんじ鉄道の利活用状況を測る指標として、市内駅の乗降者数を計測します。 

 

目標値 現況値（平成 30 年度） 目標値（令和７年）  

46.8 万人/年 47.0 万人/年  

現在の減少傾向が続き、令和 7年時点で約 41万人/年まで減少することが見込
まれる中で、路線バスとの役割分担、二次交通との接続強化などにより、減少
傾向に歯止めをかけ現状維持を目指し、実質 6万人増を目指します。 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①肥薩おれんじ鉄道と路線バスの役割分担の明
確化

②利便性向上に向けた路線バスとのダイヤ調整

③利用者増に向けた利用促進

①乗り換えしやすいダイヤの設定

②駅へのアクセス確保

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　鉄道のあり方及び活用方法検討

 事業2　二次交通との接続強化

八代市
交通事業者

八代市
交通事業者

検討

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

各駐車場・駐輪場の維持・確保

定期的なダイヤ調整検討 実施

利用促進等実施
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔在来線：肥薩おれんじ鉄道に関わる施策の個別事業内容〕 

 

効率的かつ利便性の高い交通体系の確保を目的とした肥薩おれんじ鉄道と路線バスとの役割分担の

明確化、全線運行再開後の利用促進に肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会などの既存の枠組みを活用

しながら取り組みます。 

 

①肥薩おれんじ鉄道と路線バスの役割分担の明確化 

肥薩おれんじ鉄道と並行する路線バス（田浦線、日奈久温泉ライン、大門瀬線）の役割分担を明確に

し、役割に応じた運行体系の確保を進めます。 

 

 役割 

肥薩おれんじ

鉄道 

・水俣、出水、薩摩川内への移動を担う。 

・日奈久校区、二見校区から八代市中心部への地域間移動を担う。 

・八代駅までつなぎ、県央・県北地域へのネットワークを構成する。 

路線バス ・主に八代市中心部への移動や地域内の短距離移動を担う。 

 田浦線 ・日奈久校区、高田校区から八代市中心部への直接的なアクセスを確保する。 

・八代市内から芦北町への移動を担う。 

 日奈久温泉

ライン 

・日奈久校区、高田校区、金剛校区から八代市中心部への直接的なアクセスを確保す

る。 

 大門瀬線 ・大門瀬、二見校区から八代市中心部への直接的なアクセス（通学）を確保する。 

 

 

 位置づけ 

八代駅 ・市南部地域から八代市中心部への移動の交通拠点（通勤、通学） 

・市南部地域から県央・県北地域への移動の交通拠点（JR、バス） 

肥後高田駅 ・高田校区から八代市中心部への移動の交通拠点 

・市内外から中九州短期大学、熊本高等専門学校への通学拠点 

・一般タクシー、自転車、送迎との乗継拠点 

日奈久温泉駅 ・日奈久校区、二見校区、大門瀬から八代市中心部への移動の交通拠点 

・市内外から日奈久温泉への観光客のアクセス拠点 

・乗合タクシー、一般タクシー、自転車、送迎との乗継拠点 

肥後二見駅 ・二見校区、大門瀬から八代市中心部への移動の交通拠点 

・乗合タクシー、一般タクシー、自転車、送迎との乗継拠点 

 

 

 

 

 

 

 

事業 1：鉄道のあり方及び活用方法検討 

（各駅が有する機能） 

（肥薩おれんじ鉄道と路線バスの役割分担） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥薩おれんじ鉄道 路線バス 

八代中心部への移動 

市外への移動 
地域内の短距離移動 

（肥薩おれんじ鉄道と路線バスの役割分担イメージ） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

②利便性向上に向けた路線バスとのダイヤ調整 

肥薩おれんじ鉄道と路線バスが相互補完し、総体としての利便性の向上を図ることができるよう、

肥薩おれんじ鉄道と路線バス（田浦線、日奈久温泉ライン（高田経由、金剛経由））とのダイヤを調整し、

その最適化を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➂利用者増に向けた利用促進 

肥薩おれんじ鉄道は新型コロナウイルス感染症による利用者減や令和２年７月豪雨による鉄道施設

への被害等、外的要因により厳しい状況に陥っています。こうした状況下からの回復を目的として肥薩

おれんじ鉄道や熊本県、沿線自治体が一体となって利用促進等に取り組みます。 

また、定期外利用者の獲得を目的として観光と連携した利用促進についても積極的に実施していき

ます。 

 

 

  

（ダイヤ調整のイメージ） 

総体として 30 分に 1 便運行 

肥薩おれんじ鉄道 ● ●　  ● ●

田浦線 ●　 　● ●

肥薩おれんじ鉄道

田浦線

● ● ● ●●

●●●●●●

● ●

30 30 30 30 30 30

30

●

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00

9:00
30 30 30 30 30

15:0014:0013:0012:0011:0010:00
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

肥薩おれんじ鉄道利用者の利便性向上を目的に路線バス、乗合タクシー、一般タクシーなどとの接続

強化を図ります。 

 

①乗り換えしやすいダイヤの設定 

八代駅、日奈久温泉駅における鉄道と路線バス、乗合タクシーとのダイヤ接続を維持・確保します。

各交通機関のダイヤ改正の時間差による接続性の一時的な損失を防ぐため、関係者間（交通事業者、

行政）でのダイヤ改正情報を共有する体制をつくります。 

 主なターゲット 対象系統 

八代駅 ・市外からの八代市内の高校・八代中学校への通学 

・市中心部から芦北方面の高校への通学 

・八代駅を経由する路線

バス 

日奈久温

泉駅 

・二見地域、大門瀬地区から八代市中心部への日中の外出 ・乗合タクシー日奈久坂本

線 

 

②駅へのアクセス確保                          （乗合タクシーの施策でも再掲） 

肥薩おれんじ鉄道の役割を果たすために、各駅へのアクセスの確保に向けた交通サービスの充実を

進めます。 

 主な交通サービスの充実 

八代駅 ・路線バス各路線、乗合タクシー（東町線、深水八代線）の維持・確保 

・タクシー乗り場、自転車置き場の維持・確保 

・パークアンドライド駐車場の維持・確保 

・送迎車用駐車場の維持・確保 

日奈久温

泉駅 

・路線バス（大門瀬線、日奈久温泉ライン、田浦線）の維持・確保 

・乗合タクシー（日奈久坂本線）とのダイヤ接続 

・駅舎内における路線バス時刻表等の情報提供の継続 

  

事業２：二次交通との接続強化 
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５．目標を達成するための施策・指標 

高速バスに関する施策 

高速バスに関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 ②より利用しやすい利用環境への改善 

持続可能性の課題 ⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

 

関連する目標 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

 

ビジネスや旅行等での福岡や熊本、鹿児島等への移動や、新幹線からの宮崎、人吉方面へのアクセ

スが確保された公共交通ネットワークの形成に向けて、すーぱーばんぺいゆなど各路線を維持してい

きます。 

 

〔高速バスに関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

高速バスに関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

〔高速バスに関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KPI（重要業績指標） すーぱーばんぺいゆ利用者数 

 高速バスによる市外とのアクセス確保状況を測る指標として、すーぱーばんぺいゆの利

用者数を計測します。 

 

目標値 現況値（令和２年） 目標値（令和７年）  

5.6 万人/年 5.6 万人/年  

運行サービスを維持し、現在の利用者数を維持することを目指します。 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①運行サービスの現状維持

②他交通機関や観光面と連携した情報提供の充
実

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　熊本空港方面とのアクセス機能の確保

交通事業者
飛行機のダイヤ改正に応じたダイヤ見直し

適宜実施
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔高速バスに関わる施策の個別事業内容〕 

 

八代市内と熊本空港・運転免許センター間の移動利便性を確保するため、すーぱーばんぺいゆのサー

ビスを維持し、熊本空港方面とのアクセス機能を確保します。 

 

①運行サービスの現状維持 

八代市街地と阿蘇くまもと空港及び運転免許センターを結ぶ交通サービスを継続的に維持します。 

飛行機のダイヤ改正に応じたダイヤ改正について必要に応じて運行事業者と協議を行います。 

 

②他交通機関や観光面と連携した情報提供の充実 

阿蘇くまもと空港での情報提供、観光イベント等でのタイアップなど他交通機関や観光面と連携し

た情報提供の充実を進め、利用促進を図ります。  

事業 1：熊本空港方面とのアクセス機能の確保 
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５．目標を達成するための施策・指標 

路線バスに関する施策 

路線バスに関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える公共交通サービスの確保 

②より利用しやすい利用環境への改善 

効率性の課題 
③並走する区間・時間が存在する鉄道と路線バスの運行の効率化 

④重複する市街地循環バスと一般路線バスの運行の効率化 

持続可能性の課題 

⑥財政負担額の抑制 

⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

⑨令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興 

 

関連する目標 

目標１ 市街地における地域公共交通サービスの利便増進を図る 

目標２ 中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 

目標３ 変化するニーズに応じて適宜、公共交通サービスの適正化を図る 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

目標８ 令和２年７月豪雨で被害を受けた坂本町の復興に応じた公共交通サービスの提供 

 

通勤や通学、買い物、通院、レジャーなど日常の様々な場面での移動手段として、地域内移動や市内

地域間移動、市内地域生活拠点と中心拠点の移動をしやすい公共交通ネットワークの形成に向けて、ニ

ーズに応じた運行サービスの見直しを継続的に行い、効率性の改善や市内の移動利便性の向上を図っ

ていきます。 

一般路線バスは、ニーズに応じたルートの見直しや鉄道等との円滑な接続ダイヤへの見直しなどの利

便性向上事業や需要量に見合った乗合タクシー等への転換などの効率性向上事業に取り組みます。 

市街地循環バスについても、ニーズに応じたルートの見直しや鉄道等とのアクセス性向上のためのダ

イヤ見直しなどの利便性向上事業に取り組むとともに、路線バスとの機能重複解消に向けた市街地循環

バスのサービスの見直し等も進めます。 

令和２年７月豪雨により、路線バス坂本線は八代清流高校前～坂本駅前で運休をしています（令和２

年８月現在）。ＪＲ肥薩線も運休し、代行輸送を実施される中で、JR 九州とも連携して八代市中心部と坂

本地域をつなぐ幹線交通の確保することが必要です。路線バス坂本線の運行再開後は、坂本地域の復

旧・復興の進捗状況や地域の需要に合わせて段階的かつ柔軟な移動手段確保を検討します。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔路線バスに関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

路線バスに関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 

市街地循環バスに関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

【路線バスのうち、複数市町村を跨ぐ系統9の取扱について】 

 本市を運行する路線バス１２系統（市街地循環バスを除く）のうち、当該系統として位置付けることができ

るのは以下の１０系統です。 

系統番号 系統名 起点 終点 

４ 松橋線（国道経由） 松橋産交 八代産交 

５ 松橋線（県道経由） 松橋産交 八代市役所前 

６ 文政線（八代駅系統） 八代駅前 宮原中央 

７ 文政線（イオン系統） イオン八代ＳＣ 宮原中央 

８ 種山線 八代市役所前 種山 

９ 八農分校線 八代市役所前 八農分校前 

１０ 坂本線 八代市役所前 坂本駅前 

１１ 田浦線 八代市役所前 道の駅たのうら 

１３ 大門瀬線 八代市役所前 大門瀬 

- 甲佐・氷川ダム線 氷川ダム前 熊本バス営業所 

 これらの系統は利便性・効率性・持続可能性の面からそれぞれ継続的な課題を有していることから、本章

に記載する施策を実施することで課題の解決とＫＰＩの達成を目指すことが求められます。 

 持続可能性の観点から国庫補助金等を活用する必要性は高く、地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

の対象となる場合には、熊本県バス対策協議会において協議のうえ、具体的な事業・目標等を熊本県地域

間幹線系統確保維持計画に記載することとします。 

                                                   
9 ここでは、平成１３年３月３１日における市町村の状態において複数市町村を跨ぐ系統を指します。 

KPI（重要業績指標） 路線バスの利用者数 

 路線バスの市内における基本的な移動を確保するサービスの提供状況を測る指標として、路

線バスの利用者数を計測します。 

 

目標値 現況値（令和２年） 目標値（令和７年）  

30.1 万人/年 30.1 万人/年  

平成 29年の再編以降、一部路線については、上限運賃の設定等による利用者の増加がみられ

るものの、全体的には減少傾向が続いており、この傾向が続いた場合に令和７年時点で約 28.3

万人/年まで減少することが見込まれます。これに加えて路線バスから乗合タクシーへの転換

等運行サービスの見直しによる減少が想定されます。こうした見通しに対し、利便性向上に

向けた運行サービスの見直しを進め、利用者数減少を食い止め、現状値を維持し、路線バス

利用者数の実質約 2万人増を目指します。 

KPI（重要業績指標） 市街地循環バスの利用者数 

 市街地循環バスの市中心部における移動を確保するサービスの提供状況を測る指標として、

市街地循環バスの利用者数を計測します。 

 

目標値 現況値（令和元年） 目標値（令和７年）  

25.2 万人/年 28.8 万人/年  

値上げ等によって減少した利用者数を、ニーズに応じた運行サービスの改善などにより、平

成 29年の再編前の水準に回復させることを目指します。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔路線バスに関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔路線バスに関わる施策の個別事業内容〕 

 

利便性向上を目的にニーズに応じたルートの見直しや鉄道等との円滑な接続ダイヤへの見直しを行

います。 

 

①運行時刻の見直し 

鉄道や市街地循環バスなどとの接続を改善するためにダイヤを見直します。 

各交通機関のダイヤ改正の時間差による接続性の一時的な損失を防ぐため、関係者間（交通事業者、

行政）でのダイヤ改正情報を共有する体制をつくります。 

 

 

 

 

 

 

当面の見直し 

・日奈久温泉ライン（高田経由）：市街地循環バスとの接続改善 

・市街地循環バスみなバス：新八代駅、八代駅における JR鹿児島本線、肥薩おれんじ鉄道
との接続改善 

事業 1：利便性向上に向けた運行サービスの見直し 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①運行時刻の見直し

②運行ルートの見直し

③市民等からの意見収集

①運行ルートの見直し

②運行便数の調整

③運行形態の変更

④利用状況のモニタリング

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　利便性向上に向けた運行サービスの見直し

八代市
交通事業者
市民（利用
者）

 事業2　効率性向上に向けた運行サービスの見直し

八代市
交通事業者
市民（利用
者）

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

適宜実施

意見収集＆適宜対応仕組み構築

適宜実施

適宜実施

適宜実施

適宜実施

八代市 

交通事業者 

JR九州 
肥薩おれんじ 

鉄道 
産交バス 情報共有 

（関係者間でのダイヤ改正情報の共有体制） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

②運行ルートの見直し 

新規オープンする施設や市民の要望等に応じて、運行ルートを見直します。 

 

当面の見直し 

・市街地循環バスまちバス：サテライト八代への乗り入れ 

 

③市民等からの意見収集・バスの話題作り 

現在取り組んでいる路線バスに関す

る要望等の受付を継続させます。 

加えて、SNS 等を用いて、市民等から

の路線バス関連の写真や出来事の投稿

により、話題性を作ります。 

 

 

 

 

 

運行の効率性向上を目的に利用状況に応じた運行ルートの見直しや需要量に見合った乗合タクシー

等への転換などに取り組みます。 

 

①運行ルートの見直し 

利用されていない区間の短縮などの運行ルートの見直しを行います。 

当面の見直し 

・日奈久温泉ライン（高田経由）：起終点の見直し 

・日奈久温泉ライン（金剛経由）：起終点の見直し 

 

②運行便数の調整 

利用状況に応じて、適切な運行便数に調整します。 

 

③運行形態の変更 

利用が著しく少なく、路線バスでは過剰なサービスとなっている路線については、乗合タクシー等の

小規模な需要に対応した交通機関に転換を行います。 

当面の見直し 

・文政線：乗合タクシー（定時定路線）へ転換 

 

事業２：効率性向上に向けた運行サービスの見直し 

資料：みなくるバス インスタグラム 

資料：八代市 



 

73 

５．目標を達成するための施策・指標 

④利用状況のモニタリング 

現状の路線バスの利用状況を把握するデータは、交通事業者の所有する年数回実施する OD 調査

10データや IC カードデータがありますが、乗車バス停と降車バス停などの移動の量的データは把握で

きるものの、利用者の属性や利用目的などの質的データは把握できません。また、八代地域における

IC カード利用率は２～３割程度と、実態を捉えるには不十分です。 

利用者のニーズを答えつつ、効率的な運行を検討していくためには、質的データを含み、かつ継続

的にモニタリングしたデータが必要となります。そのため、ICT を活用した持続的な計測手法を取り入

れ、路線ごとのモニタリングを実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

ICT を活用したモニタリング手法には、バス停毎の乗降数、利用者の属性、利用者の外出目的、バス

に対する意向などが把握できるものとして、タブレットを用いたアンケート型計測手法を想定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
10 OD調査：Oは起点（origin）、Dは終点（destination）を表し、別名「自動車 OD調査」または「自動車起

終点調査」と呼ばれます。ここでは路線バス利用者の利用区間、時間帯、属性、利用状況などを把握するこ

と。 

（ICT 活用モニタリング事例：ASHIYA（福岡県芦屋町）） 

資料：国土交通省 九州運輸局 

P 

Plan 

路線の 

モニタリング 

D 
 

Do 

運行サービス

の見直し検討 

C 

Check 

見直し 

A 

Action 

サービス改善 

（利用状況のモニタリングの PDCA サイクル） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

IC カードが普及してくると、IC カードデータがビッグデータとなり、より精度の高い分析が可能と

なり、効率性の向上や潜在ニーズへの対応（利便性の向上）などが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バス評価分析ツール
交通事業者のデータ

●静的データ
停留所、系統、ダイヤ、運賃等

●利用実績データ
乗降人数、整理券、バスロケ等

●可視化技術
●ロケーション解析技術
●車両挙動解析技術

年度 ビッグデータの活用等による地方路線バス事業の経営革新支援
年度 北海道運輸局管内におけるビッグデータを活用した効果的な公共交通網の分析手法に関する調査等業務
年度 ビッグデータの活用による交通計画等策定支援
年度 ビッグデータの活用によるデータ収集・分析ツールの発展・高度化
・ 年度 熊本地域バス路線評価業務（支援）

当社のノウハウ

容易な
取込み

人口等のデータ
●人口データ

500m or 250mメッシュ
●その他
地図情報、施設等

図・表で可視化【Excel】

地図上の可視化【GIS】

要
素
技
術

業
務
実
績

汎用入力
フォーマット ＜統合した分析＞

・停留所に着目した分析
・系統に着目した分析
・便に着目した分析
・路線全体の分析
・潜在需要の集計

容易な
集計

容易な
出力

 

路線空白箇所 

実移動人口 286人 

(7時～9時台) 
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５．目標を達成するための施策・指標 

乗合タクシーに関する施策 

乗合タクシーに関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（２）公共交通空白地域における公共交通サービスの充実 

②より利用しやすい利用環境への改善 

効率性の課題 ⑤乗合タクシーの需要に応じた運行内容の調整 

持続可能性の課題 

⑥財政負担額の抑制 

⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

⑨令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興 

 

関連する目標 

目標２ 中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 

目標３ 変化するニーズに応じて適宜、公共交通サービスの適正化を図る 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

目標８ 令和２年７月豪雨で被害を受けた坂本町の復興に応じた公共交通サービスの提供 

 

買い物や通院、通学など日常生活の様々な外出時の移動手段として、地域内移動や市内地域間移動、

市内地域生活拠点と中心拠点の移動のしやすい公共交通ネットワークの形成に向けて、広域幹線や市内

幹線、中心拠点へのアクセス機能を確保していきます。 

現在運行している路線について、ニーズに応じた運行区域やルート、便数、ダイヤ等の見直しを行い、

利便性の向上を図ります。 

需要と供給のバランスの不均衡が生じている路線バスからの転換や公共交通空白地域の解消を図る

ため、乗合タクシーの新規路線の設定を行います。 

令和２年７月豪雨により、坂本地域の乗合タクシーは一部運休しています（令和２年８月現在）。JR 肥

薩線や路線バス坂本線も運休する中道路や住居、生活拠点等の復旧・復興に合わせて順次運行を再開し

ます。また、今後のまちづくりにあわせて運行内容を柔軟かつ段階的に検討します。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔乗合タクシーに関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

乗合タクシーに関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

【乗合タクシーの基本的な役割・接続先について】 

 乗合タクシーは、主に鉄道や路線バスへの接続、地域生活拠点・中心拠点へのアクセスを目的として各地

域を運行する支線交通です。当面の見直しで新設する路線も含めると以下の２０路線が該当します。 

 これらの路線は、市域内に点在する居住地域における通院・買い物・通学等を目的とした移動の確保に寄

与しています。 

接続先 路線名  接続先 路線名 

坂本 

（坂本支所周辺） 

百済来～坂本線  

種山 

（東陽支所周辺） 

河俣～種山線 

渋利～坂本線  
河俣～種山線 

（座連・美生経由） 

中津道～坂本線  小浦～種山線 

鮎帰～坂本線  
種山・落合 

（東陽・泉支所周辺） 
落合～種山線 

鮎帰～坂本線 

（日光・辻経由） 
 

落合 

（泉支所周辺） 

岩奥～落合線 

深水～坂本線 

（板ノ平・木々子経由） 
 古園～落合線 

坂本・日奈久 

（坂本支所周辺・ 

 日奈久温泉駅） 

日奈久～坂本線  
八代市役所 

ゆめタウン八代 

産島線 

八代駅 

深水～八代線 

（袈裟堂経由） 
 平和町線 

東町線  

有佐駅・鏡四つ角 

鏡町線（★） 

八代市役所 高田線（★）  
文 政 線 （ イ オ ン 系 統 ）

（★） 

※（★）の路線は当面の見直しで新設予定の路線 

 

 既存の路線については、利便性・効率性・持続可能性の面からそれぞれ継続的な課題を有していることか

ら、本章に記載する施策を実施することで課題の解決とＫＰＩの達成を目指すことが求められます。 

 当面の見直しで新設する路線については、持続可能な系統とするために利用促進等に取組むことが求め

られます。 

 持続可能性の観点から国庫補助金等を活用する必要性は高く、地域内フィーダー系統確保維持費国庫補

助金の対象となる場合には、八代市地域公共交通会議において協議のうえ、路線ごとの具体的な目標値等

を八代市生活交通確保維持改善計画に記載することとします。 

 また、計画期間中において交通空白地域の解消等を目的に路線を新設した場合には、必要に応じて八代

市地域公共交通会議で協議を調えたうえで、本計画に追記することとします。 

 

 

KPI（重要業績指標） 乗合タクシーの利用者数 

 乗合タクシーによる基本的な移動を確保するサービスの提供状況を測る指標として、乗合タ

クシーの利用者数を計測します。 

 

目標値 現況値（令和元年） 目標値（令和７年）  

3.6 万人 /年 4.7 万人 /年  

路線バスからの転換によって、乗合タクシー全体利用者数は増加しているものの、各路線は

減少傾向にある。そのような中で、現況値に今後再編予定の文政線の利用者数を見込んだ水

準を維持することを目指します。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

 

〔乗合タクシーに関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔乗合タクシーに関わる施策の個別事業内容〕 

 

利便性向上を目的に現在運行している路線について、ニーズに応じた運行区域やルート、便数、ダイヤ

等の見直しを行います。 

 

①運行ルートの見直し 

新規オープンする施設や市民の要望等に応じて、運行ルートを見直します。 

当面の見直し 

・平和町線：桜十字リハビリテーション病院への乗り入れ＆本町商店街へのアクセス改善 

・平和町線：停留所の新設（植柳下一自治公民館） 

・産島線：停留所の新設（築添町） 

・百済来～坂本線（土日祝）：運行区域の見直し（鶴喰地区、温泉センタークレオン方面） 

・小浦～種山線：停留所の新設（赤山） 

・落合～種山線：停留所の新設（西原地区、五反田地区、新里地区１、新里地区２） 

・日奈久～坂本線：百済来地域への乗り入れ 

・日奈久～坂本線：停留所新設（26分団車庫） 

 

 

 

 

 

事業 1：利便性向上に向けた運行サービスの見直し 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①運行ルートの見直し

②運行便数・ダイヤの見直し

③市民等からの意見収集

①路線バスからの転換

②公共交通空白地域の解消

①坂本地域の復旧・復興のステップに合わせた
地域内交通の確保

②坂本地域における持続可能な地域内交通の確
保

 事業3　坂本地域における地域内交通の確保

八代市
交通事業者

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　利便性向上に向けた運行サービスの見直し

八代市
交通事業者
市民（利用
者）

 事業2　路線の転換・新設 八代市
交通事業者
市民（利用
者）

検討期間 必要に応じて見直し

適宜実施

意見収集＆適宜対応仕組み構築

鏡町線新設

高田線新設

適宜実施

路線バスの利用状況に応じて対応

ニーズに応じて適宜対応

地域内交通の確保
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５．目標を達成するための施策・指標 

②運行便数・ダイヤの見直し 

利用状況や市民の要望等に応じて、運行便数やダイヤを見直します。 

当面の見直し 

・中津道～坂本線：増便 

・深水～八代線：運行曜日の追加 

・岩奥～落合線及び古園～落合線：車両減車によるダイヤ調整 

 

（見直し検討の“目安”と見直しの考え方） 

区 分 見直し検討の“目安” 見直しの考え方 

定期運行便 

  ×便別の利用状況や、利用者の意向、路線バスへの乗り

継ぎ状況などを踏まえながら、減便や一部の便の予約

運行化などのサービス水準引き下げを検討 

  

 

△当面、現状を維持 

 

  ○便別の利用状況や、利用者の意向、路線バスへの乗り

継ぎ状況などを踏まえながら、増便などのサービス水

準向上を検討 

予約運行便 

  ○便別の利用状況や、利用者の意向、路線バスへの乗り

継ぎ状況などを踏まえながら、定期運行化や運行曜日

の追加、増便などを検討 

  

 

△当面、現状を維持 

 

  ×便別の利用状況や、利用者の意向、路線バスへの乗り

継ぎ状況などを踏まえながら、運行曜日の絞り込みや

減便などを検討 

空便率：運行便数に対する、利用者が全くいない便の割合（定期運行便） 

稼働率：設定されている便数に対する、予約があって実際に運行された便数の割合（予約運行便） 

○：サービス水準の引き上げを検討 △：現状を維持 ×：サービス水準の引き下げを検討 

 

③市民等からの意見収集 

乗合タクシーのルートやダイヤ等に対する

見直し要望等を受け付ける仕組みを作ります。

現在、路線バスで導入している意見収集の仕

組みを適用して行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：産交バス八代営業所、八代市 

稼
働
率 

高 
低 

空
便
率 

高 

低 

30%

10%

80%

50%

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

資料：産交バス八代営業所・八代市 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

運行の効率性向上を目的に利用状況等を踏まえた路線バスから乗合タクシーへの転換や、公共交通

空白地域の解消を目的とした乗合タクシー新規路線の設定等を行います。 

 

①路線バスからの転換 

１便あたりの利用者数が減少している路線バスについて、移動手段は確保しつつ、効率化を図るた

めに、乗合タクシーへの転換を行います。 

 

当面の路線新設 

・路線バス文政線（宮原－イオン八代系統）⇒乗合タクシー文政線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業２：路線の転換・新設 

文政線（宮原-イオン八代系統）
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５．目標を達成するための施策・指標 

②公共交通空白地域の解消 

公共交通空白地域となっている地域に乗合タクシーを運行させて解消を図ります。 

乗合タクシーでは対応が難しい公共交通空白地域や市民からの多様なニーズについては、地域の旅

客運送サービス注）の活用も視野に引き続き検討を進めます。 

 

当面の路線新設 

・乗合タクシー高田線 

・乗合タクシー鏡町線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（乗合タクシー鏡町線の運行区域） 

（乗合タクシー高田線の運行区域） 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鹿
児
島
線

肥
薩
線

注） 【地域の旅客運送サービスの活用（移動手段の総動員）】 

乗合タクシーでは対応が難しい公共交通空白地域や市民からの多様なニーズについては、

地域の旅客運送サービスの活用（移動手段の総動員）も視野に引き続き検討を進めます。 

活用を想定する旅客運送サービス 

 医療機関の送迎サービス 

 福祉施設の送迎サービス 

 スクールバス 

 NPO 法人等の外出支援サービス  など 

（公共交通空白地域（Ｒ１）） （公共交通空白地域（R2）） 

資料：平成 27 年国勢調査 資料：平成 27 年国勢調査 

鹿
児
島
線

肥
薩
線

公共交通空白地域内居住人口 

約 1.3 万人 

公共交通空白地域内居住人口 

約 2.1 万人 

約4割減少 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

令和２年７月豪雨により、坂本地域の乗合タクシーは一部運休しています（令和２年８月現在）。JR 肥

薩線や路線バス坂本線も運休する中、道路や住居、生活拠点等の復旧・復興の進捗に合わせて順次運行

を再開します。また、今後のまちづくりにあわせて弾力的に運行内容の見直しを検討します。 

 

① 坂本地域の復旧・復興のステップに合わせた地域内交通の確保 

坂本地域の各集落から坂本駅前をつなぐ乗合タクシーについて、道路や住居、生活拠点等の復旧・

復興の進捗に合わせて柔軟かつ段階的に対応します。 

 

② 坂本地域における持続可能な地域内交通の確保 

地域の需要や、今後の坂本地域のまちづくりに合わせて、利便性と効率性の観点から乗合タクシー

の運行体系や運行時刻を見直し、坂本地域に最適な地域内交通の構築に取り組みます。 

 

  

事業３：坂本地域における地域内交通の確保 
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５．目標を達成するための施策・指標 

一般タクシーに関する施策 

一般タクシーに関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（２）公共交通空白地域における公共交通サービスの充実 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える交通サービスの確保 

②より利用しやすい利用環境への改善 

持続可能性の課題 ⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

 

関連する目標 

目標１ 市街地における地域公共交通サービスの利便増進を図る 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

 

市民や観光やビジネス等での来訪者の様々な移動に対応した公共交通ネットワークの形成に向けて、

鉄道や路線バス、乗合タクシー等では網羅することができない移動需要を満たす支線交通としてサービ

スを確保していきます。 

鉄道やバスなどと連携した利用促進に取り組みます。また、ICT 技術を活用したサービス向上に向け

た研究を進め、利便性向上を図ります。 

 

〔一般タクシーに関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

一般タクシーに関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

KPI（重要業績指標） 一般タクシーの利用者数 

 タクシーによる基本的な移動を確保するサービスの提供状況を測る指標として、タクシーの

利用者数を計測します。 

 

目標値 現況値（平成 30 年） 目標値（令和７年）  

124 万人 124 万人  

今後も人口減少等を背景に減少傾向が続くと見込まれる中、他交通機関と連携した利用促進

や ICT技術を活用した利便性向上等のサービス向上を行うことで、減少に歯止めをかけ現状

の水準を維持することを目指します。 



 

84 

５．目標を達成するための施策・指標 

〔一般タクシーに関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔一般タクシーに関わる施策の個別事業内容〕 

 

利便性向上を目的に鉄道やバスなどと連携した利用促進に取り組みます。 

 

①交通拠点での円滑な乗継 

JR 各駅、肥薩おれんじ鉄道各駅における二次交通として円滑な乗継を確保します。 

各駅でのタクシー会社の電話番号の掲示を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 1：他交通機関と連携した利用促進 

円滑な乗継

TEL:XX-XXXX

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①交通拠点での円滑な乗継

②鉄道等の利用促進イベントとのタイアップ

①配車アプリ、AIデマンドタクシーによる効率
性向上

②キャッシュレス決済による利便性向上

八代市
交通事業者

 事業2　ICT技術を活用した利便性向上

交通事業者

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　他交通機関と連携した利用促進

適宜実施

システム導入検討

導入検討

導入検討
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５．目標を達成するための施策・指標 

②鉄道等の利用促進イベントとのタイアップ 

鉄道事業者が企画する利用促進イベントの際に、タクシー側でもイベント等の周知を行い、鉄道側で

駅からの二次交通としてタクシー情報等を発信し、双方のメリットにつながるタイアップを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タクシー運転手が減少する中、タクシーの運行効率性が求められています。ICT 技術を活用したサー

ビス向上に向けた研究を進め、利便性向上を促進します。 

 

①配車アプリ、AIデマンドタクシーによる効率性向上 

配車アプリを導入し、利便性の

向上を図ります。また、事務作業

の効率化も図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI(人工知能)や情報通信技術の発展により、予約に応じて効率的に輸送を行う等、公共交通に係

る様々な技術開発が進んでいます。本市においても、他自治体での導入事例の情報収集や、導入可能

エリアの調査・検証等を行い、技術導入に向けて研究を進めるとともに、実現化に向けた実証運行等に

も積極的に取り組みます。 

 

事業２：ICT技術を活用したサービス向上に向けた研究 

資料：三陸鉄道 資料：北海道鉄道観光資源研究会 

資料：日経クロステック 
https://xtech.nikkei.com/it/atcl/column/17/1

20200552/120400002/ 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

＜新たな技術の例＞ 

 

 

②キャッシュレス決済による利便性向上 

クレジットカードや電子マネー、アプリによる QR コード決済などのキャッシュレス決済の普及に伴

い、タクシーにおいても積極的な導入を促進していきます。 

前述の配車アプリと組み合わせることで、予約-配車-決済までが円滑に進み、省力化につながる

ことが期待されます。また、外国人旅行客とそれを迎える運転手の安心感も高まります。 

加えて、直接の金銭の受け渡しを行わない支払いにより新型コロナウイルス感染症対策につなが

ることも期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI オンデマンドバス 〔事例：西鉄バス「のるーと」、MONET（モネ）、docomo〕 

 

利用者の予約に応じて AI（人工知能）が最短経路を検索・設定することで効率的な運行を支援
する技術。 

沿岸部や団地等、面的な道路網が形成されており、経路選択の余地が大きい地域での活用を
推進することで、ニーズに合わせた効率的な運行が可能になることが期待される 

資料：SoftBank 株式会社
https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/technology/20190520/ 
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５．目標を達成するための施策・指標 

報提供の充実に関する施策 

  

その他モビリティに関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（２）公共交通空白地域における公共交通サービスの充実 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える交通サービスの確保 

②より利用しやすい利用環境への改善 

持続可能性の課題 ⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

 

関連する目標 

目標１ 市街地における地域公共交通サービスの利便増進を図る 

目標２ 中山間地域における日常生活を支える公共交通サービスを確保する 

目標４ 鉄道・路線バス・乗合タクシー等の円滑な乗継を確保し、市内外の移動利便性を高める 

目標５ 新技術の積極的な導入によって利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

 

これまでの公共交通を補完する交通サービスの提供として、自動運転技術や AI 技術、新型の輸送手

段・移動手段などの活用や、民間の送迎サービスや自家用有償運送などの活用、スポット的な観光需要

に対応したサービスなどを導入し、多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの形成をより一層推

進します。 

山間部において需要が広く薄く広がる五家荘地域において、自家用有償運送あるいは自動運転車両

の導入を検討します。また、小規模貨物等の客貨混載による輸送等も検討し、物流との総合的な検討を

進めます。 

八代港のクルーズ船の外国人旅行客の移動手段として、くまモンポートやつしろから市街地までのシ

ャトルバスを運行します。 

 

〔その他モビリティに関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

その他モビリティに関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

KPI（重要業績指標） 新たな交通サービスの導入検討数 

 取り組み状況を測る指標として、導入検討数を計測します。 

目標値 現況値（令和２年） 目標値（令和７年）  

― 2 件  

予定する事業の着実な実行を目指します。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔その他モビリティに関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

〔その他モビリティに関わる施策の個別事業内容〕 

 

五家荘地域における自家用有償運送の導入検討、くまモンポートやつしろから市街地までのシャトル

バスの運行検討など、新技術を活用し移動に関する地域課題の解決を目的とした検討を行います。 

 

①五家荘地域における移動手段の確保 

過疎化が進む五家荘地域では、交通事業者による対応が難しくなっています。また、山間部におい

て需要が広く薄く広がっており、需要を集約した乗合型の運送は成立しにくい状況です。そのため、住

民が運転手を担い、他の住民を輸送する自家用有償旅客運送の導入を検討していきます。 

 

自家用有償旅客運送とは・・ 

・バス・タクシー事業が成り立たない場合であって、地域における輸送手段の確保が必要な場合に、必要

な安全上の措置をとった上で、市町村や NPO法人等が、自家用車を用いて提供する運送サービス。 

・旅客から収受する対価は実費の範囲内（※）。 

（※）ガソリン代・道路通行料・駐車場料金のほか、人件費・事務所経費等の営利を目的としない妥当

な範囲内 
資料：自家用有償旅客運送ハンドブック（R1.12 国交省自動車局旅客課）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 1：新たな交通サービスの導入 

公共交通空白地域等

スーパー

役所

病院

自家用車または
市が提供する車両

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①五家荘地域における移動手段の確保

②くまモンポートやつしろから八代市街地への
移動手段の確保

 事業1　新たな交通サービスの導入

八代市
交通事業者

事　業
スケジュール

実施主体

検討＆実証運行

適宜実施



 

89 

５．目標を達成するための施策・指標 

自家用有償旅客運送を運行していくためには、運賃だけでは運行経費を賄えません。そのため、住

民の移動（旅客輸送）だけでなく、地域への貨物等の運搬（貨物輸送）も担って収入を得る（客貨混載）

などの仕組みも併せて検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

また、五家荘地域は高齢化率も 50%を越えており、担い手不足も深刻な問題です。そのため、将来

的な自動運転技術の導入なども検討していきます。 

 

 

②くまモンポートやつしろから八代市街地への移動手段の確保 

八代港のクルーズ船の外国人旅行客の移動手段として、タクシーやシャトルバスの運行により、くまモ

ンポートやつしろから市街地や交通結節点までの移動手段を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、くまモンポートやつしろへの来訪者の移動手段の確保も検討していきます。 

 

 

 

 

（新八代駅・JR 八代駅・肥薩おれんじ鉄道八代駅） 

（市街地） 

（観光施設） 

（くまモンポートやつしろ） 

資料：リビング熊本 

地域拠点
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５．目標を達成するための施策・指標 

 
 
情 

情報提供に関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 ②より利用しやすい利用環境への改善 

持続可能性の課題 
⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

⑧新型コロナウイルス感染症拡大による公共交通利用者減少からの回復 

 

関連する目標 

目標５ 新技術の積極的な導入によって利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

目標７ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた公共交通事業の回復を図る 

 

各種公共交通を利用するための運行情報の提供を充実させます。 

公共交通マップ、総合時刻表の継続的な改訂、バスロケーションシステムの利用周知、乗り継ぎ情報の

充実に取り組みます。 

バスの日に合わせたイベント、モビリティ・マネジメント、出前講座など利用促進活動に継続的に取り

組みます。 

 

〔情報提供に関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

情報提供に関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

KPI（重要業績指標） 公共交通マップ＆総合時刻表の更新 

 取り組み状況を測る指標として、公共交通マップ＆総合時刻表の更新状況を計測します。 

目標値 現況値（令和２年） 目標値（令和７年）  

最新情報に更新 最新情報に更新  

ダイヤ改正等の度に最新情報に更新を行い、常に正確な情報を市民等に知らせることを目標

にします。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

〔情報提供に関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔情報提供に関わる施策の個別事業内容〕 

 

利便性向上を目的に公共交通マップ、総合時刻表の継続的な改訂、バスロケーションシステムの主要

交通拠点における配備、乗り継ぎ情報の充実に取り組みます。 

 

①公共交通マップ、総合時刻表の継続的な改訂 

これまでに作成している公共交通マップ（市全体版、地域版）、総合時刻表、乗り継ぎ時刻表を、各交

通機関のダイヤ改正に合わせて更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業 1：情報提供の充実 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①公共交通マップ等の継続的な改訂

②バスロケーションシステムの利用周知

③乗り継ぎ情報の充実

①利用促進イベントの開催

②モビリティ・マネジメントの実施

③出前講座の実施

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　情報提供の充実

八代市
交通事業者

 事業2　利用促進

八代市
交通事業者

継続的に周知

毎年実施

適宜実施

適宜実施

ダイヤ改正に合わせて対応

毎年地域を変えて実施



 

92 

５．目標を達成するための施策・指標 

②バスロケーションシステムの利用周知 

ICT 等を活用した利便性の高い情報提供手段を提供していきます。熊本県バス協会で制作してい

るバスロケーションシステム「バスきたくまさん」を有効に活用していくために、利用周知を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③乗り継ぎ情報の充実 

市内を運行する路線バス及び乗合タクシーの運行情報を、オープンデータ化し、民間活力によって

より検索が便利なツール等の開発をしやすい状況を整えます。 

具体的には、標準的なバス情報フォーマット「GTFS-JP 形式」に対応したデータを作成し、ダイヤ等

の改正に応じて、データを更新していきます。 

また、Google 等の検索エンジンで外出先の検索とあわせて移動手段として公共交通を選択するこ

とが可能となるよう、データ作成に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：NAVITIME 

資料：熊本市 

資料：熊本市 
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

公共交通の周知による利用者増を目的にバスの日や市内で開催される各種イベントに合わせたモビ

リティ・マネジメントや出前講座など利用促進活動に継続的に取り組みます。 

 

①利用促進イベントの開催 

バスの日に合わせたイベントの開催や、市内各地で開催されるイベントへのブース出展など、公共交

通への興味・関心を喚起する取り組みを継続的に実施します。 

必要に応じて、イベント等で配布するノベルティや掲出するパネル、ポスターなどを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②モビリティ・マネジメントの実施 

様々な年代をターゲットに取り組んできたモビリティ・マネジメントについて、今後も主に高校生や

高齢者をターゲットに、細やかな情報提供を行いながら、継続的に啓発活動を実施します。また、新た

な働きかけ方も取り入れながら高い効果を目指して取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出前講座の実施 

各地域に出向き、移動に関する困りごとや公共交通の使い方などを説明する、出前講座を継続的に

実施します。 

 

事業２：利用促進 

モビリティ・マネジメント（MM）とは・・・ 

一人ひとりのモビリティ（移動）が、社会的にも個人的にも

望ましい方向に自発的に変化することを促す、コミュニケーシ

ョンを中心とした交通施策（「モビリティ・マネジメントの手引

き」土木学会） 

本市ではこれまでに、高校生、通勤者、転入者、住民を対象

にして、実証実験を行ってきており、「公共交通への関心の高

まり」「利用意向をもった」などの成果が上がっています。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

新型コロナウイルス禍からの V字回復に関する施策 

新型コロナウイルス禍からの V字回復に関わる施策 

 

関連する課題 

持続可能性の課題 
⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

⑧新型コロナウイルス感染症拡大による公共交通利用者減少からの回復 

 

関連する目標 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

目標７ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた公共交通事業の回復を図る 

 

令和２年２月頃から猛威を奮い、計画策定時点で今なお終息が見えない新型コロナウイルス感染症の

拡大によって、公共交通の利用者数は大きく減少しています。 

新型コロナウイルス感染症によって大きく減少した利用状況を回復させ、感染症の流行下でも安全・

安心に公共交通が利用できるよう、市民に対して事業者の取組の周知や車内での会話を控える等の啓

発に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症終息後には利用促進キャンペーンを展開していきま

す。 

 

〔新型コロナウイルス禍からの V字回復に関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

新型コロナウイルス禍からのV字回復に関わる施策の達成状況を図るKPIとして、次の指標を設定し

ます。 

 
 

〔新型コロナウイルス禍からの V字回復に関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

  

KPI（重要業績指標） 肥薩おれんじ鉄道、路線バス、乗合タクシーの利用者数 

 回復状況を測る指標として、肥薩おれんじ鉄道、路線バス、乗合タクシーの合計利用者数を

計測します。 

目標値 現況値（令和元年） 目標値（令和７年）  

111.9 万人/年 111.9 万人/年  

新型コロナウイルス感染症の影響で大きく減少した利用を、利用促進キャンペーンの展開な

どにより、令和元年度の利用水準まで回復させることを目指します。 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①新しい生活様式に対応した公共交通利用の周
知・啓発

②感染症終息後の利用促進キャンペーンの展開

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　安全・安心に利用できる環境の形成

八代市
交通事業者

支援実施

収束後実施
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔新型コロナウイルス禍からの V字回復に関わる施策の個別事業内容〕 

 

感染症流行下でも安全・安心に公共交通が利用できるよう、会話等を控える、時差出勤を行うといっ

た啓発に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症終息後には利用促進キャンペーンを展開してい

きます。 

 

①新しい生活様式に対応した公共交通利用の周知・啓発 

交通事業者が実施する、車内の消毒、運転手に対する点呼時の検温などの取組について広く周知し

ます。また、利用者に対してもマスク着用、手指消毒、会話を控えるなど、安全で安心して利用できる公

共交通の環境整備づくりに向けた啓発を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②感染症終息後の利用促進キャンペーンの展開 

新型コロナウイルス感染症の終息後、大幅に減ってしまった公共交通利用を回復させるための利用

促進キャンペーンを展開します。 

 

想定される利用促進キャンペーン（案） 

 行政職員の通勤時の公共交通利用促進 

 アルコールを伴う会合や旅行時の公共交通利用促進 

 会議等の公共交通の時間に合わせた開催 

 啓発活動 

など                

 

 

 

 

事業 1：安全・安心に利用できる環境の形成 

資料：公益社団法人 日本バス協会  国土交通省 
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５．目標を達成するための施策・指標 

MaaSの導入に向けた研究 

MaaSの導入に向けた研究に関わる施策 

 

関連する課題 

利便性の課題 

①移動特性に応じた公共交通サービスの確保 

（１）高齢者が安心して暮らしていける移動手段の確保 

（３）観光客等来訪者の円滑なアクセス及び周遊を支える交通サービスの確保 

②より利用しやすい利用環境への改善 

持続可能性の課題 ⑦公共交通への興味・関心のさらなる喚起と利用促進への発展 

 

関連する目標 

目標１ 市街地における地域公共交通サービスの利便増進を図る 

目標５ 新技術の積極的な導入によって利便性を高める 

目標６ 市民、事業者、行政が一体となって取り組む体制を強化する 

 

交通をその種別などにかかわらず移動のための一連の手段として位置づけ、それらを ICT(情報通信

技術)の活用により一つの統合されたサービスとしてとらえる概念である MaaS（Mobility as a 

Service）が普及しつつあります。 

また、交通に結びつく観光や飲食、体験などの外出目的と一体となって捉えることで、あらゆるサー

ビスが結びつき、混雑状況や利用予約、そこまでの移動手段の検索と予約、決済などをワンストップで

行うことが可能となり、移動の利便性が格段に向上することが期待されます。 

本市においても、MaaS の活用可能性を検討し、導入に向けた研究を進めていきます。 

 

〔MaaSに関わる施策の KPI（重要業績指標）〕 

MaaS に関わる施策の達成状況を図る KPI として、次の指標を設定します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

KPI（重要業績指標） MaaSの導入に向けた取組件数 

 取り組み状況を測る指標として、MaaSの導入に向けた取組件数を計測します。 

目標値 現況値（令和２年） 目標値（令和７年）  

－ １件  

予定する事業の着実な実行を目指します。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔MaaSに関わる施策の具体的な事業〕 

 

 

 

 

 

 

 

MaaSとは・・ 

MaaS（マース：Mobility as a Service）とは、地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニー

ズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一

括で行うサービスであり、観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連携により、移動の

利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となるものです。（国土交通省 日本版 MaaS の推進 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/index.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①活用可能性の検討

②実証運用

事　業
スケジュール

実施主体

 事業1　MaaSの導入に向けた研究

八代市
交通事業者

実証実験

検討

資料：国土交通省 日本版 Maas の推進 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/index.html
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５．目標を達成するための施策・指標 

予想される MaaS による社会・個人への影響（一例） 

都市・地域の

持続可能性の

向上 

(1)都市部での渋滞の

解消 

公共交通機関やコンパクト・、モビリティ等の新しいクルマ等による効率

的な移動が可能になることで、自家用車による移動が減少し都市の交通

渋滞が減少する。 

(2)環境への影響 

自動車による排気ガスの減少により、都市の大気汚染、温室効果ガス排

出が抑制される。また自家用車保有台数が減少することで駐車場面積を

減らすことができ、緑地等への転用が可能になる。 

(3)地方での交通手段

の維持 

サービスカーとしての自動運転車が導入されたり、データの活用によっ

て最適なバス等の運用が実現すれば、交通手段が少ない地域に住む

人々にとって駅や停留所と目的地の間のラストワンマイルの移動が可能

になる。 

交通機関の 

効率化 

(4)公共交通機関の収

入増加 

公共交通機関の利用が増加すれば、運賃収入が増加し、税金による公的

資金の投入が低く抑えられる可能性がある。 

(5)公共交通機関の運

営効率の向上 

路線バス等の大量輸送を前提とした交通機関を維持することが難しい地

域で路線を廃止し、その分の運用・維持資金をオンデマンドバスや自動運

転車に投資することで、より効率的な運営が可能になる。 

個人の 

利便性向上 

(6)検索、予約、乗車、

決済のワンストップ

化 

複数の交通機関を乗り継いだ移動において、移動経路の検索、予約、乗

車、決済までが 1 つのサービスで完結する。 

(7)家計への影響 
高額の自家用車の維持費の負担がなくなることで、その他の支出に充当

する余裕が生まれる。 

(8)交通費精算の簡易

化 

企業が従業員に支払う通勤手当の一律支給が可能になり、また既定の通

勤経路以外の交通経路の把握等も容易になるため、企業・従業員双方に

とって経費精算手続きが簡略化される。 
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５．目標を達成するための施策・指標 

〔MaaSに関わる施策の個別事業内容〕 

 

MaaS の活用可能性を検討し、導入に向けた研究を進めていきます。 

 

①活用可能性の検討 

本市における MaaS の導入によるメリット等を検討、整理します。 

 

健康 MaaS 移動と健康を ICTで結び付け、健康に関する情報を適宜提供しながら、運動へ

の心掛けを生み出し、社会全体の福祉が向上する。 

農業 MaaS 高齢者の移動を自動運転技術で支え、その技術を基に、無人作付けや自動耕

作、鳥獣監視などを ICT で結び付け、高齢農家の生産性向上を図る 

スマートコンパクトシ

ティ 

データ活用に向けた都市 OS の構築により、スマート・コンパクトシティを実現 

AI による河川の水位監視データを基にした危険予測、AI 活用オンデマンド交

通による中山間地域の移動手段の確保、様々なデータを基にした人流解析に

よる効率的なインフラ整備 など 

中山間自立 MaaS 自家用旅客運送サービスを軸として、シームレスな乗継、客貨混載、コミュニテ

ィ活性化を図る。 

観光 MaaS 観光客の移動、宿泊、飲食、体験などのあらゆる情報を一元化することで、円滑

な旅行が可能になる。まちの活性化への寄与も期待される。 

 

②実証運用 

交通の周辺領域も含めた八代 MaaS を構築し、実証実験を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業 1：MaaSの導入に向けた研究 

（全国で取り組まれている MaaS・スマートシティの事例） 

（会津地域における観光・生活 MaaS 事例：Samurai MaaS） 

資料：国土交通省 
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５．目標を達成するための施策・指標 

各種施策の実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①乗り換えしやすいダイヤの設定

②乗り場までの案内誘導の充実

①観光イベント等との連携

②JR九州との定期的な意見交換

①JR鹿児島本線と路線バスの役割分担の明確化

①乗り換えしやすいダイヤの設定

②駅へのアクセス確保

①肥薩線運休期間中の移動手段確保

①地域交通としての肥薩線復旧後のあり方及び
活用方法の検討

②幹線交通としての肥薩線復旧後のあり方及び
活用方法の検討

①肥薩おれんじ鉄道と路線バスの役割分担の明
確化

②利便性向上に向けた路線バスとのダイヤ調整

③利用者増に向けた利用促進

①乗り換えしやすいダイヤの設定

②駅へのアクセス確保

①運行サービスの現状維持

②他交通機関や観光面と連携した情報提供の充
実

①運行時刻の見直し

②運行ルートの見直し

③市民等からの意見収集

①運行ルートの見直し

②運行便数の調整

③運行形態の変更

④利用状況のモニタリング

高速バス
に関わる施策

 事業1　熊本空港方面とのアクセス機能の確保

交通事業者

路線バス
に関わる施策

 事業1　利便性向上に向けた運行サービスの見直し

八代市
交通事業者
市民（利用
者）

 事業2　効率性向上に向けた運行サービスの見直し

八代市
交通事業者
市民（利用
者）

八代市
交通事業者

肥薩おれんじ鉄道
に関わる施策

 事業1　鉄道のあり方及び活用方法検討

 事業2　二次交通との接続強化

JR肥薩線
に関わる施策

 事業1　肥薩線運休期間中の地域内交通の確保 八代市
交通事業者

 事業2　肥薩線の復旧に向けた協議及び復旧後の
       あり方・活用方法の検討 八代市

交通事業者
沿線自治体

八代市
交通事業者

JR鹿児島本線
に関わる施策

 事業1　鉄道のあり方及び活用方法検討 八代市
交通事業者

 事業2　二次交通との接続強化

八代市
交通事業者

施策 事　業
スケジュール

実施主体

新幹線
に関わる施策

 事業1　二次交通の維持・充実等による利用促進

八代市
交通事業者

 事業2　観光等との連携による利用促進 八代市
DMOやつし
ろ
交通事業者

乗合タクシー導入

検討

年１回開催する

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

企画・準備 実施

年間１件程度取り組む

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

各駐車場・駐輪場の維持・確保

肥薩線運行開始まで運行

あり方＆活用方法検討

検討

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

各駐車場・駐輪場の維持・確保

定期的なダイヤ調整

飛行機のダイヤ改正に応じたダイヤ見直し

適宜実施

連携体制の構築＆定期的なダイヤ調整

適宜実施

意見収集＆適宜対応仕組み構築

適宜実施

適宜実施

適宜実施

適宜実施

検討

利活用推進

あり方＆活用方法検討 利活用推進

検討 実施

利用促進等実施
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５．目標を達成するための施策・指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

①運行ルートの見直し

②運行便数・ダイヤの見直し

③市民等からの意見収集

①路線バスからの転換

②公共交通空白地域の解消

①坂本地域の復旧・復興のステップに合わせた
地域内交通の確保

②坂本地域における持続可能な地域内交通の確
保

①交通拠点での円滑な乗継

②鉄道等の利用促進イベントとのタイアップ

①配車アプリ、AIデマンドタクシーによる効率
性向上

②キャッシュレス決済による利便性向上

①五家荘地域における移動手段の確保

②くまモンポートやつしろから八代市街地への
移動手段の確保

①公共交通マップ等の継続的な改訂

②バスロケーションシステムの利用周知

③乗り継ぎ情報の充実

①利用促進イベントの開催

②モビリティ・マネジメントの実施

③出前講座の実施

①新しい生活様式に対応した公共交通利用の周
知・啓発

②感染症終息後の利用促進キャンペーンの展開

①活用可能性の検討

②実証運用

施策 事　業
スケジュール

実施主体

MaaS導入
に関わる施策

 事業1　MaaSの導入に向けた研究

八代市
交通事業者

新型コロナ渦からの
V字回復
に関わる施策

 事業1　安全・安心に利用できる環境の形成

八代市
交通事業者

情報提供
に関わる施策

 事業1　情報提供の充実

八代市
交通事業者

 事業2　利用促進

八代市
交通事業者

その他モビリティ
に関わる施策

 事業1　新たな交通サービスの導入

八代市
交通事業者

一般タクシー
に関わる施策

 事業1　他交通機関と連携した利用促進

八代市
交通事業者

 事業2　ICT技術を活用した利便性向上

交通事業者

乗合タクシー
に関わる施策

 事業1　利便性向上に向けた運行サービスの見直し

八代市
交通事業者
市民（利用
者）

 事業3　坂本地域における地域内交通の確保

八代市
交通事業者

 事業2　路線の転換・新設 八代市
交通事業者
市民（利用
者）

適宜実施

意見収集＆適宜対応仕組み構築

適宜実施

適宜実施

システム導入検討

導入検討

導入検討

検討＆実証運行

適宜実施

継続的に周知

毎年実施

適宜実施

適宜実施

ダイヤ改正に合わせて対応

毎年地域を変えて実施

支援実施

収束後実施

実証実験

検討

鏡町線新設

高田線新設

路線バスの利用状況に応じて対応

ニーズに応じて適宜対応

検討期間 必要に応じて見直し

地域内交通の確保
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６．計画の推進体制 

６．計画の推進体制 

６－１．関係する主体と基本的な役割 

本計画を進めるにあたっては、交通政策基本法の第６条（連携等による施策の推進）に則り、「市民」「行

政」「交通事業者」が連携し、一体となって、計画目標の達成に向けて取り組む必要があります。それぞれの

役割分担を明確にし、新たな交通体系を構築していきます。 

 

交通政策基本法 第６条 連携等による施策の推進 

交通に関する施策の推進は、まちづくり、観光立国の実現その他の観点を踏まえ、当該施策相互

間の連携及びこれと関連する施策との連携を図りながら、国、地方公共団体、運輸事業その他交

通に関する事業を行う者、交通施設の管理を行う者、住民その他の関係者が連携し、及び協働し

つつ、行われなければならない 

 

 

主  体 役  割 関連法等 

市民 
交通サービスを享受するだけではなく、主体的に公共交通

に関わり、他の主体とともに連携・協働し取り組む。  

交通政策基本法  

第１１条 

行政 
計画全体のコーディネート役として、管理を行うとともに、

公共交通の維持・改善の取組を行う。  

交通政策基本法  

第９条 

交通事業者 
事業経営・交通運営の主体として、路線・ダイヤ・運行形態

等の検討を行うとともに、情報提供・発信を行う。  

交通政策基本法  

第１０条 

関係機関 行政や交通事業者等と連携した取組の検討を行う。  
地域公共交通の活性

化及び再生の促進に

関する基本方針  

第２条第２項第３号 
有識者 

本計画に示す施策・事業の実施方針等について助言を行

う。  

国・県 
全体的な統括の視点から、計画の推進について、助言等を

行うとともに、監査的な判断を行う。  

交通政策基本法  

第８条、第９条 

道路管理者 

交通管理者 

道路行政の視点から公共交通運営の正当性・妥当性につ

いて判断する。 

交通政策基本法  

第１０条 

 

６－２．計画の推進・管理体制 

本計画は、以下に示す推進・管理体制のもと、計画全体の推進及び事業の進捗状況等について適切に管

理し、着実な推進を図ります。 

 

 

 
八代市地域公共交通会議 

構成員 八代市、市民代表、学識経験者、交通事業者、道路管理者、庁内関係課 等 

役割 短期的な見直し・改善や中・長期的なプロジェクト等を継続的に検討する。 

 

  

（推進・管理体制） 

（関係する主体と基本的な役割） 
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６．計画の推進体制 

６－３．計画の推進方法 

本計画は、目標及びその数値指標（P4５参照）、並びに各施策のＫＰＩ（重要業績指標）（P4９参照）を設定

し、これらの達成状況を見ながら、計画の進捗状況を管理していきます。 

計画４年時点には最終評価を行い、計画 5 年時点で次期計画策定に向けた検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値指標及びＫＰＩの目標値は、計画期間中（令和 7 年度まで）に達成するものですが、毎年度１月頃に開

催する八代市地域公共交通会議にて前年の実施事業の評価とあわせて達成状況を確認します。 

また、公共交通会議６月頃に開催する公共交通会議においては、前年の事業及び数値指標・ＫＰＩの達成

状況や地域要望等を踏まえて事業年度に推進する施策を整理し、当該事業年度の方向性を示します。 

数値指標・ＫＰＩが計画期間中に２年度連続で目標値を達成した場合には、目標達成とみなし、新たな目標

値を八代市地域公共交通会議において設定して新たな目標値の達成に向けた施策を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
毎年度開催する八代市地域公共交通会議にて事業の進捗状況等の評価を定期的に実施します。 

Point 

事業の推進ＰＤＣＡ 

計画の推進ＰＤＣＡ 
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６．計画の推進体制 

 

 

本計画は「１－１．計画の背景と目的」に記載のとおり、「これまで解決に取組んできた公共交通の諸課題

に継続的に対応しつつ、新しく生じた諸課題の解決を図り「第２次八代市総合計画」に掲げる「しあわせあふ

れるひと・もの交流拠点都市”やつしろ”」の実現に寄与する公共交通体系の構築及び確保・維持を目的」に

公共交通のマスタープランとして策定するものです。 

本計画を策定する令和２年度においても、新型コロナウイルス感染症や令和２年７月豪雨など、予期せぬ

外的要因により、本市を取り巻く状況は大きく変化しています。 

本計画は、本市の公共交通のマスタープランとして、「八代市における地域公共交通のあり方」等の基礎

を揺るぎないものとして維持し、計画に掲げる施策を着実に実行しながらも先述のような外的要因には柔

軟かつ状況に応じて段階的に対応することが求められます。 

特に、今後、令和２年７月豪雨からの坂本地域の復興の方向性を示す「坂本町復興計画」の策定が予定さ

れていることから、当該計画との整合性をとるために本計画の改訂を八代市地域公共交通会議において

協議することが必要となります。 
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